
別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 .~ 審) 高橋喰
日本共産党郡山市議団

区 分 事 由 費， 日 金 額 小計

交通費 旅費

1 調査研究費 {宙動車燃桝費 資料作成費 、

調査委託費 振込料

-会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 5õ通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費
l 
J 

資料作成費 1- 食糧費

振込料

会場、費 突通費

自動草燃料費 資料作成費

:e 
F 

2 広 報 費 市議会だより発行 本報誌(紙) 264, 000 報告書等印刷費 408, 375 
送料(折込料含む7 144, 375 掲グ載ヰ代プページ

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費 { 

茶菓子代， 振込料
、

当古通費 旅費

要請・
5 陳情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 I 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料tF成費

• 振込料
、/

印刷製本費 翻訳将
7 資料作成費

筆耕料 振込料
“ 

法規追録代! 参考図書代
「

8 資料購入費
新聞(日刊紙}
購読料 雑誌等購読料

有料ラ戸4タベJス
振込料等利用料

賃金 社会保険料等
9 人 イ牛 1 費

振込料

備品購入費
事務機器等、

リース代

10 事務所費 消耗品等事務費 町刷代

振込料 l fiè送手数料

通動信車運燃搬料 ・
電話料等(按分) 郵便料等

11 
自費 自l按動分専燃)料費 その他

支出年月日 2022年1(1月 12 日 現金出納簿 r 合計 408;375 支出番号



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 令
区 分 ※該・当する区分にO印

正調査研究費 12 研修 ③広報費 jι 広聴費
日一ー一ーャー 一一十一一---一一一一一一一一一一一一十{ー←ーム山一一…寸一一一←一一一一一一一一一一一一一一一一叩
5 要請・陳情活動費 16 会議 費げ 資料作成費 18 資料購入費 1

10 事務所費 I 1 1 通信運搬・自動車燃料費〔郵便料等)

費目名

広報誌(紙)

支出費目を記入
ー・司

的
)
曲

目
事

出
出支

改
「市議会だより」の印刷費用

トー町一一一一…一一一一一一一一一{…ご一一一一一一~一門戸-，一一一一一一一一}一一一一一一一一一一一-，一一一

会派発行市議会だより 4 万枚を印刷
I":--__  --~.一ーーーーー・ー-時ーー-陶画開・m暢情"恥~喝ゆ但陽司即宇司同町ーー

, 

一一内容
ト~一一……一一一一一一一「一一一一一…ー←一一一円市一一一…」一山一一………一一~一一一一ーで?…'~'-I

_1 
支出年月日 支ー出 先 支出金額

， 2022 年 10 月 12 日 有限会社 郡山共同印刷 264000 円

上記のとおり支出しますQ
2 

/ 

橋善治守勢議員氏名

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙
! . 

• 

「一一一一一 一て←一一一一一一~一一一当
※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してくださいo
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。



別記第11号様式

E
m
 

理整等書収領

明・一ーー

日---‘------...... 

日4t> 22年 Il) 月 1/書求
さ主

百円 No.____ __  _ 

'.:0::.' 

GK 
型企戎進党議結~-;ヤ議昼2
下記のとおり御請求申し上げます

名数

一間議A
τλ一盛盤強ぷ二~司、、 9

様

pノ

-税込)

干l平和i
摘要単価

こ盛--

量

益金金量l~

ゴ笠主型

4 

5 

6 

• 
A、
口

7 

九
-

合

コ {J ヨウー333
包ý

一一一 戸一巴ーーー島 3守旬、

様登儲号
ー七人:今

:領J撃事ゐ粍産物件回
ヘ

収入印紙

/ 

/ 

• 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。



広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 皿× 382 阻×ノ 2 面 207， 044 nufi. .)・ 1

、，

2 対象外面積

① O 皿× 0 ・皿= 。 mlR 

，② mmX mm= mlR 

③ mmX , mm-:- nufi 

④ mmX L mlR mm= 

『⑤ m皿× 盟皿= mIR 
1 

計 0: mlR・・・江e , ....; .1 

3 按分割合

'11 1 ﾗ 100 =、対象外按分率 。 % 

4 対象経費算出

支出額: ',' '264~ 000 円 ﾗ 対象外按分率
…m 

平
J

.
よM

H
J
 

円

切

k
w
r下

(
以
円

=
仕

%
 

。

支出額 264， 000 円一泊=対象経費 264.000 円

;e 

に

、、



• 
9

月
議
会

報
告の車問に

e 

市民の

• 

ムワ l

• 

ー》

。
掌
棲
鎗
禽
費
補
助
拡
充

高
橋
善
治
市
政
一
般
質
問

恥
配
叫w
U
J
対
策

分
か
り
ゃ
す
い
情
報
提
供
を

コ
ロ
ナ
婦
、
物
価
高
震
対
策

コ
ロ
ナ
禍
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
異
常
な
物
価
高
騰
の
も
と
、
市
民
の
生
活
と
生
業
を
守
る
べ
く
全
力
を
挙
げ
る
の
は
市
政
の
役
割
で

す
。
岸
田
自
公
政
権
が
消
費
税
減
税
な
ど
根
本
的
な
対
策
を
取
ら
な
い
な
か
、
市
が
行
え
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
少
な
く
と
も

新
た
な
負
担
の
掴
押
し
付
け
は
行
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

a
-

9

月
定
例
市
議
会
に
は
、
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
給
食
費
の
補
助
が
新
た
κ

行
わ
れ
る
一
方
で
、
年
内
完
成
予
定
の
麓
山
立
体
駐
車
場
や

開
成
山
体
育
施
設
関
係
駐
車
場
の
有
料
化
を
定
め
る
条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
共
産
党
市
議
団
は
、
採
決
に
あ
た
っ
て
岡
田
哲
夫
市
議
が

討
論
に
立
ち
、
駐
車
場
有
料
化
の
た
め
の
2

件
の
条
例
案
と
関
連
予
算
、7
イ
ナ
ン
バ
ー
ヵ
l

ド
普
及
の
た
め
に
新
た
に
ク
オ
カ
!
ド
を
交

付
す
る
た
め
の
事
業
予
算
、
令
和
日
年
度
末
ま
で
に
公
立4
保
育
所
を
廃
止
す
る
た
め
の
条
例
に
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
政
一

般
質
問
を
高
橋
善
治
市
議
が
行
い
ま
し
た
。

公
立
保
育
所
4

圃
廃
止
条
例
』
川
ち

《
鶴
見
哩
銚
2
2
.

御
代
聞
の
寝
耳

-
a

一
伊
崎

理
由
は
、
少
子
化
に
よ
る
定
員
割
れ
を
防
ぐ
た
め
J
選
ん
だ
4

園
は
老
朽
化
を
理
由
に
。
圃
沿
凶
醐
引

共
産
党
市
議
団
の
主
張

\
a
Jま
\
-
い

①
定
員
が
過
剰
に
な
る
と
い
う
け
れ
ど
、
現
実
は
希
望
す
る
保
育
所
に
入
れ
な
い
子
ハ
ザ
四
コ

t

固
な

マ
く
さ
ん
い
る
。
年
度
途
中
で
も
入
れ
る
よ
う
に
空
き
を
作
っ
て
お
く
こ

f
Z
J
R
J
l園
内
持

品
在
の
保
育
所
定
員
は
め
い
っ
ぱ
い
。
定
員
を
減
ら
じ
て
保
育
士
さ
ん
が
余
裕
之

a
f
r
m

っ
て
保
育
に
当
た
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
。
特
別
な
支
援
が
必
要
な
お
子
さ
ん
も
安
心

i
h
H円
に

し
て
入
所
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
『
寸
寸
司

1
n

傘
老
朽
化
は
必
要
な
対
策
を
す
れ
ば
言
語
で
す

e
h
I
J

情

E
E
E

リ
体
育
館
、
宇
野
放
場
、
陸
よ
競
技
場
、
ブ
ー
ル
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

e

'
E
圃
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
館
な
ど
の
亀
高
が
く
と
館
な
ど
の
利
用
者
用

副
司
圃
①
有
料
田
山
車
体
駐
車
場
の
霞
置
畿
倒
②
開
成
山
俸
育
指
霞
駐
車
柵
有
一
洞
化
条
例
町

川
(
今
年
末
完
成
予
定
、
利
用
開
始
月
日
は
未
定
)
(
令
和6
年
4

月
1

日
か
ら
有
料
化
開
始
)
希

田
副F
固
有
料
化
の
理
由
は
受
益
者
負
担
の
原
則
(
駐
車
場
を
利
用
す
る
の
は
個
々
人
の
利
益
な
の
で
対
価
を
支
払
う
べ
き
)

1
4

・

2

時
間
以
内
は
無
料
、
免
除
措
置
な
ど
配
慮
も
あ
る
。

1
1
1

「1
1
1
1
A

，
i
l
l

共
産
党
市
議
団
Jの
主
張

-
E
・
‘
①
市
民
生
活
の
現
状
か
ら
み
て
も
、
新
た
な
負
担
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
郡
山
市
の
決
算
状
況
を
見
て
も
有

料
化
の
必
然
性
は
な
い
。

ら
②
市
の
言
い
分
を
認
め
れ
ば
市
役
所
駐
車
場
や
ニ
コ
ニ
コ
子
ど
も
館
駐
車
場

i

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

報まま 1育た感行自室、るくの供雲必もをチン富①
霊会今霊きそ主忠霊 022 雲寺寒衣立長著ォ 3
に果後供のやる・染し か者ケミは。ベ種がミチ
努的もを対場全者生 りl.l1Jジク.なわき券始クン
?な国土応合与の事 ゃにヰロピかかもまロ接
弓手、ぎなや器全合 す 71 ン MJ りな届るン種
段県。ど濃も数の いロ Jレ株 やどいが株
、が変厚$把対 情!と対す迷て、に
手示 化接花握応 報チ 3 ~芯いつい従有
法す に触しの怠 提ヤ回ワ 情てる来効
に運 合者て見j:供 l 自ク 報い。型な
よ用 わとい直」 にト 4 チ 提るどのワ
りをせなるし 努‘を回ン供市ちワク
情踏たっ。が めつ自のが民らクチ

答 e 質品 答質 A
つま活政弁めえ迎補間宮と化は緊め#自と現問 w
いた状支:るな。助:釆考にな急 (J) でも金:隼
て、況援来がい来な学年え軸く支署経行行給売業
研給を、年ど対年ど校度て足持援境済うつ付り歪
究食ふ経度フ策度支払の対を続的整社ベて型上蓮
しにま済にカ;、、援長学応置可な備会きいのげ駕

れ:空間三踏まき授は開訪れ説
。る検、て の者拡物給い施経型れの 。策に
諾討家は 継負充価食奇策営のて回 わは対
経す庭園、続担は高費 が体事き復 が国応
費るのの をが大勝 必質業たの 市、す
に。生財求増歓分 要強で。た独県る

学按鎗食費の補助拡充

。物価高麗対策 (2"'3学期分).8 ， 118万円
昨年と今年の5月 1 日の比較で 12%の値よがり。
小学生 1 人3千円中学生 1 人4千円助成績。
。半額補助の継続 (3 学期分) 1 億 6.950万円
保護者負担の半額を 3学期も継続して補助する。

~主沙

EE覇軍監遭遇

~8之--~ 

h
E
'
h
，
実
，
m

・
園
調
忌
福
留
F
A山
笛
M

訓
開
会6
4司
園
町

閣
官

H
V

一
よ
一
問
団
山

克
一
日
…

会
一
話

一
議
一
込
町

市
瓦
和



市議会だより 幻
→
*
(
表
面
、
高
橋
市
議
の
市
政
一
般
質
問
要
旨
の
続
き
}

1
0
5

億
円
の
巨
費
を
投
じ
る

開
成
山
体
育
施
慢
の
改
修
、
管
竃
運
営
ヘ
『
民
間
賞
金
縛
入
』
事
麗

民
間
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
活
か
す
と
し
て
、
総
合
体
育
館
や
陸
上
競
技
場
、
開
成
山
野
球
場

な
ど
の
改
修
と
管
理
運
営
を
長
期
に
わ
た
り
一
括
し
て
発
注
す
る
手
法

(
P
F
I
)
に
よ
る
事
業
へ
の
参

加
企
業
体
の
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
市
が
直
営
で
行
う
従
来
型
に
比
べ
安
く
で
き
る
と
す
る
根
拠
は
何

か
。
内
環
状
線
を
ま
た
ぎ
体
育
館
と
西
側
駐
車
場
を
結
ぶ
ベ
デ
ス
ド
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
は
本
当
に
必
要
な
の

か
を
質
し
ま
し
た
。

• • 
な
ぜ
、

具
体
的
な
説
明
は
「
控
え
る
』

費
用
が
安
く
済
む
の
か

質
問
:
市
の
説
明
で
は

6

・

8
%

費
用
が
安
く
な
る
答
弁
:
募
集
業
務
に
差
し
さ
わ
り
が
あ
る
こ
と

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
か
ら
答
弁
は
控
え
る
。

具
体
的
に
何
が
ど
れ
だ
け
安
く
な
る
の
か
。
質
問
一
:
ペ
ダ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
設
置
、
管

答
弁
:
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
や
手
引
き
に
基
づ
き
算
理
費
府
お
よ
び
，
利
用
者
数
の
見
込
み
は
。

出
し
た
が
、
項
目
ご
と
の
縮
減
額
な
ど
は
募
集
業
答
弁
:
利
用
見
込
み
数
は
試
算
し
て
い
な
い
。

務
に
差
し
さ
わ
り
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
答
設
置
費
用
に
つ
い
て
は
募
集
業
務
に
差
し
さ

弁
は
控
え
る
0

・
わ
り
が
あ
る
の
で
答
弁
は
控
え
る

a

質
問
:
受
注
じ
た
事
業
者
の
利
益
は
ど
の
程
度
見
込
質
問
・
横
断
歩
道
の
改
良
で
対
応
で
き
る
の
で

ん
で
い
る
の
か
。
は

o

l
-
-
↓
ト

l
1
1
卜
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1

答
弁
:
歩
行
者
、
利
用
者
の
安
全
確
保
が
図
ら

問
わ
れ
る
郡
山
市
の
姿
勢
一
れ
る
こ
と
か
ら
計
画
を
進
め
る
。

田
村
町
に
4

タ
所
自
の
産
廃
最
銭
処
分
場
建
設
計
冒

前
号
で
郡
山
市
回
村
町
東
部
地
区
に
3

カ
所
目
の
産
廃
最
終
処
分
場
の
計
画
が
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
ー
さ
ら
に
別
な
計
画
が
田
村
町
糠
塚
の
北
部
、
下
滝
地
区
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

田
村
町
東
部
地
区
に
4

ケ
所
も
の
最
終
処
分
場
が
集
中
す
る
事
態
は
ま
さ
に
異
常
。
「
産
廃
処
分
場
は
い
ら

な
い
。
事
業
者
は
事
業
計
画
撤
回
を
。
市
は
許
可
を
出
さ
な
い
で
」
と
の
声
と
同
じ
思
い
で
質
問
し
ま
し
た
。

産
廃
処
分
場
建
陵
準
備
に
市
有
地
を
産
廃
処
分
場
が
次
々
に
つ
く
ら

利
用
さ
せ
る
な
れ
る
よ
う
な
郡
山
市
民
す
る
な

質
問
:
産
廃
事
業
者
か
ら
郡
山
市
が
所
有
す
る
山
林

質
問
:
全
国
の
産
廃
処
分
場
の
残
余
期
間
は
げ
年

(
地
元
組
合
と
分
収
造
林
計
画
あ
り
)
を
最
終
処
分
場

分
。
目
標
の
印
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
排
出
抑
­

設
置
準
備
の
た
め
借
受
ま
た
は
買
い
入
れ
を
し
た
い

『
と
再
利
用
の
促
進
で
最
終
処
分
量
を
減
ら
す

旨
の
打
診
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
郡
山
市
の
土

方
向
に
進
ん
で
い
る
今
の
時
代
に
産
廃
処
分
場

地
で
あ
る
こ
と
か
ら
市
長
は
ど
ん
な
利
用
形
態
で
あ

5

次
か
ら
次
と
で
き
る
よ
う
な
郡
山
市
に
す
べ

れ
事
業
者
の
申
し
出
に
は
応
じ
な
い
態
度
を
明
確
に

f
?
t
t

、
。

干
す
〆
き
。

i

「

k
t
b
'

答
弁
:
資
源
が
循
環
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

答
弁
・
2
0
2
5

年
6

月
ま
で
、
二
瀬
分
収
造
林
管
理
運

り
を
取
り
組
み
の
柱
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
産
一

営
組
合
と
の
聞
で
分
収
造
林
契
約
を
結
ん
で
い

廃
の
減
曇
や
資
源
化
の
普
及
啓
発
を
は
か
る
。

の
後
の
土
地
利
活
用
は
慎
重
に
検
討
す
る

最
終
処
分
場
の
設
置
許
可
は
「
公
平
・
公
正
か

質
問
:
検
討
で
は
な
く
処
分
場
建
設
の
準
備
用
地
と
じ

つ
中
立
的
な
立
場
」
で
審
査
を
行
う
。

て
利
用
さ
せ
な
い
立
場
に
立
つ
の
か
ど
う
か
聞
い
て

い
る
。

答
弁
・
地
元
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
聞
い
て
慎
重
に
判
断

す
る
。

地
元
な
ど
関
係
者
の
反
対
の
声
を
反
映
さ
せ
る
べ
き

質
問
:
事
業
者
が
提
出
す
る

事
業
計
画
書
に
は
関
係
者

の
同
意
書
等
の
添
付
を
求

め
て
い
る
。
明
確
に
継
続

し
た
反
対
の
意
思
表
示
が

あ
る
'
場
合
、
事
業
計
画
書

は
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
と
し
た
取
り
扱
い
を
す

べ
島C。

答
弁
:
同
意
に
関
す
る
書
類

は
建
設
予
定
地
周
辺
住
民

の
同
意
状
況
を
把
握
す
る

た
め
の
も
の
。
市
の
行
政

指
導
の
範
囲
で
あ
り
、
法

律
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

の
で
設
置
許
可
の
要
件
と
­

は
な
ら
な
い
。

2022年10月

田村町東部地区の産廃処分場

現状 事業者等 名称、または予定地域

現在稼動中 協和産業 田母神処分場

2 設置工事中 日本産業 旗塚処分場(仮称)

一 3 計画 ミタック 栃山神・谷田川地区

4 計画 市有地利用打診 懸塚下滝の山林

国α弐コ αJO

園口口偏(X)ft!OO旬OT園0・0::珂 ，~. 

4 圃"
-ー￡・~:IIIOM .cに・C淘.......1R8

((・..圃・ ・蝿.

金一…
マイナシ1(-1:1ード1)..に康調する1)111

共産党市腿団l革、合定ØlJ会巴提案された矯正予算案の中の「個人番曇カードE要する経費J (2.140万円)巴反対しまし
た。これは現在実節されている「マイナポイント事業」ガ23年2月末で終3替ることを受け、マイナツパーカード新規申

請書巴「クオ・カードJ (額面 1.000円)をプレゼントするというもので渉。
マイナンバー制度lët、カードの受付率ガ50%巳迫ってき廷からと言コて、「仕方怠~\J と容量Eできる制度で砿ありません。

マイナンバー制度lëI:也ともと「マイナツパーを活用し、年金・福祉・医11等の社会保障給付巴ついて真E支援を必要とし
ている者区対し迅速かつ適切E狸供J (内閣府説明資料)と書かれているよう巴、税の徴収強化と社会保障費の削減を目的巴作られた制度ですガ、昨年成
立したデジタル改革関連Eまでは、マイナシパー力一ドの利用広大ガ盛り込まれ、医痩分野や 32の国家資格など園長の個人情報のすべてがマイナンバー
カード巳紐付けでt!るよう巴活改正ガ行われまし定。これ巴より、固と周縁、企業も、マイナンバーカードで集約される国民の個人情報を活用できるよう

巴怠ります.

実際、デジタル国家の先導役として取り組まれている「スーHーシティ」や「デジタル田園健康特区」等で眠、ききまで行政がやっていた医療、福祉、被

育、防災怠ど幅広い分野で民間企業が主導してサービスを供給するという行政の変質ガ進行しています。行政の形Eまで変えようとする究極のデジタル社
会、その手段となるマ子fナツパーカードの普及策巴賛成することはできまぜん。 、

f 

怠ぜ‘市
の
旧
統
一
協
会
へ
の
箆
織
と

今
後
の
対
応

質
問
:
市
長
を
含
め
わ
が
市
と
の
関
わ
り
は
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
、
旧
統

e
一
協
会
と
関
連

団
体
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
で
対
応
し
て

い
く
の
か
。

答
弁
:
社
会
的
に
問
題
の
あ
る
団
体
に
つ
い
て
は

総
務
省
の
通
知
を
踏
ま
え
て
対
処
し
て
い
く
。

質
問
:
わ
が
市
の
旧
統
一
協
会
に
対
す
る
認
識
に

つ
い
て
聞
い
て
い
る
。
答
弁
に
な
っ
て
い
な
い
。

答
弁
:
地
方
自
治
法
を
踏
ま
え
て
対
処
す
る
。

質
問
:
軍
感
商
法
に
よ
る
消
費
生
活
相
談
所
へ
の

相
談
と
そ
の
対
応
は
。

答
弁
・
幻
年
ま
で
の
過
去5
年
間
で
霊
感
商
法
の

相
談
は
U
件
。
助
言
や
法
律
相
談
の
案
内
な
ど

行
っ
て
い
る
。



• 

• 

別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
支出番号 3 

区 分 ※該当する区分にO印| 費目名

1 調査研究費同研修費{③広報費 /4 広聴費
5 要請・陳情扇子 I 6十三一言語:-T7 資料作成費 rs-一会料購入費吋 送料(折込料含む)

10 事務所費 I 1 1 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

「市議会だより」の新聞折り込み費用
支出目的

(支出事由) 一一一一一一一一一一一一一

「\

会派発行市議会だより 37500 枚を新聞広折り込む
嶋一“一一一一一---一一昨山側一曲目ゅー一一ωL.

内容!

支出'先 支出金額

2022年 10 月 12 日|有限会社郡山共同印刷 144， 375 円

上記のとおり支出します。，

議員氏名 高橋善治守勢

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

，8IJ紙

........ーーー※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してくださいd

※欄内~~貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付じてください。



領収

別賞己第11号様式

百
万

整理等書

, / 

山
idg 

年ウ
4
9

2
 

0
 

2
 

No. 

-.,c 

~お

様

fh 
日各与産党運結晶』申告義田
下記のとおり御請求申し上げます

3 

・・・・-
t 一、宇， ., 

A 向

, 

書求き主
.日目 日

、

、

名 4 数量 単価ー金額(亀~・税込) 摘 要一
必 I ( 

Q'19 き義、金、ゼ~リ 始。6.'0 品、 Jl.ul/合|Clélb
2~ , 1 , .11' I I1 r t I~ï ， ，1.J~Î~~;、、tL _ 

{偽 装正統帥宵叩iEa~:" t 、 ll....:-...~.:.~ j-[ 将køa FZJSr サ 1 呈 fl互室町ーはーすが朝刊
3 ず if

/ 

三蛍姐

'" ,1 1 . I~ '~-網戸

、

5 、.，

'、

6 I . 1-' 
J 

i “ 

7 鞘暗 1 4由/、

合 計 |R|殉 Fアノ ~ldbl._I'

l 税宇 ljO%lF霊 1 1 7. I:lS 輪金額芋容。幻 7ft I 

2
1
 

・J句
，

i

、

i

a

h

w

h

f

 

l
i
I
l
l
i
-
-
l
!

ー

, 

f 戸‘a ・1

I:f-:\、円

• 

円~胃宵胃抑?悶?可討写T汚T芳亨ττ~ポf哲寸戸~問.明申司F守時守雪古司亨担?均句?押寄可?訴F宅~~炉尽問円-一村押F苧~明雪
川寸ヤR人古切サ町ででケ吋司"!f{押す向予吋官?雪貯r7:'河内?で?で判明戸潟村円高I守

、--=:t.:~I~::.:'1 ‘".~ 

Nó宅|
円守二一、九 、 』
白，

司'~\l1 漏出'，)"，砧崎ぜ告白出申告議写閉!、:様由時三 l 

、骨- . 
、

コヲヨ ウ・333

• 

※複数の領収書等を貼る場合は、

、札、

税津軽

ー

!
f
}
}
;

t 
t 
也、

〆

.:; 

重ならないように貼付じてください。



f、

同広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積'

271.mmX 382 皿X 2 面 207， 044 mrtl O. 0 0 

2 対象外面積
ノ'

① .0 mmX O 皿= 。 mrtl 

e mmX m皿= mrtl 

③ 皿号〈 mm= mrtl 
，、

④ m血× m皿= mrtl 

⑤ m皿× m皿= mrtl 

許 ﾒ . IIilfi 0 0 O. ﾜ 

• 3 按分割合

社-7- . i X 100 ・= 対象外按分率 o .% 

4 対象経費算出

支出額 144.375 円 ﾗ 対象外按分率 0: % 0 円・・ Olll

、(1円以下切り上げ}

• I 

支出額 144, 375 円 温三対-象経費 144， 375 円

• 

/ 



• 
報 9
月
議告会

の商政に店

十

ムワ l

• 

と

1
1

寸l
l
l
A
F
-
-
共
産
党
市
議
団
の
主
張

-
a・
E司
①
市
民
生
活
の
現
状
か
ら
み
て
も
、
新
た
な
負
担
を
求
め
る
A
き
で
は
な
い
。
郡
山
市
命
決
算
状
況
を
見
て
も
有

料
化
の
必
然
性
は
な
い
。

ら
②
市
の
言
い
分
を
認
め
れ
ば
市
役
所
駐
車
場
や
ニ
コ
ニ
コ
子
ど
も
館
駐
車
場
存
在
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

• 
の商

。
掌
棒
鎗
禽
費
補
助
拡
充

コ
ロ
ナ
禍
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
異
常
な
物
価
高
騰
の
も
と
、
市
民
の
生
活
と
生
業
を
守
る
べ
く
全
力
を
挙
げ
る
の
は
市
政
の
役
割
で

す
。
岸
田
自
公
政
権
が
消
費
税
減
税
な
ど
根
本
的
な
対
策
を
取
ら
な
い
な
か
、
市
が
行
え
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
少
な
く
と
も

新
た
な
負
担
の
押
し
付
け
は
行
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
-

9

月
定
例
市
滋
会
に
は
、
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
給
食
費
の
補
助
が
新
た
は
行
わ
れ
る
一
方
で
、
年
内
完
成
予
定
の
麓
山
立
体
駐
車
場
や

開
成
山
体
育
鑑
設
関
係
駐
車
場
の
有
料
化
を
定
め
る
条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
共
産
党
市
議
団
は
、
採
決
に
あ
た
っ
て
岡
田
哲
夫
市
議
が

討
論
に
立
ち
、
駐
車
場
有
料
化
の
た
め
の
2

件
の
条
例
案
と
関
連
予
算
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ヵ
l
ド
普
及
の
た
め
に
新
た
に
ク
オ
カ
l
ド
を
交

付
す
る
完
め
の
事
業
予
算
、
令
和
日
年
度
末
ま
で
に
公
立

4

保
育
所
を
廃
止
す
る
た
め
の
条
例
に
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
政
一

般
質
問
を
高
婿
善
治
市
議
が
行
い
ま
し
た
。

v

公
立
保
育
所
4

圃
廃
止
条
例
』
川
一
ち

露
見
哩
挽
園
高
針
生
・
御
代
国
の
一
室
開
宙
開
8

・
E
B
F

ほ

理
由
は
、
少
子
化
に
よ
る
定
員
割
れ
を
防
ぐ
た
め
。
選
ん
だ

4

園
は
老
朽
化
を
理
由
に
。
-
泊
川
闘
引

共
産
党
市
議
団
の
主
張
\
目

J
1
f
b
J

三
一
い

①
定
員
が
過
剰
に
な
る
と
い
う
け
れ
ど
、
現
実
は
希
望
す
る
保
育
所
に
入
れ
な
い
子
ハ
ィ
田

-
a

開
く
さ
ん
い
る
。
年
度
途
中
で
も
入
れ
る
よ
う
に
空
き
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
必

J
R
Y
1園
内
討

も
在
の
保
育
所
定
員
は
め
い
っ
ぱ
い
。
定
員
を
減
ら
じ
て
保
育
土
さ
ん
が
余
裕
を
も

a
e
T

っ
て
保
育
に
当
た
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
。
特
別
な
支
援
が
必
要
な
お
子
さ
ん
も
安
心

1
口
H
H

に

し
て
入
所
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

i
斗
4
1

膚

*
老
朽
化
は
必
要
な
対
策
を
す
れ
ば
涜
む
話
で
す
@
唱

e

団
』
山

4

E

R

 

公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
館
な
ど
の
利
用
者
司
坤
議
官
接
語
融
技
場
、
ブ

l

ル
一
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
制

①
有
輯
・
山
立
体
駐
車
場
の
陵
置
条
例
@
開
成
山
俸
育
施
霞
駐
車
掲
有
科
化
条
例
制

(
今
年
末
完
成
予
定
、
利
用
開
始
月
日
は
未
定
)
(
令
和
白
年4
月
1

日
か
ら
有
料
化
開
始
)
輸

有
料
化
の
理
由
は
受
益
者
負
担
の
原
則
(
駐
車
場
を
利
用
す
る
の
は
個
々
人
の
利
益
な
の
で
対
備
を
支
払
う
べ
き
)

2

時
間
以
内
は
無
料
、
免
除
措
置
な
ど
配
慮
も
あ
る
。

高
橋
善
治
市
政
一
般
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
-

分
か
り
ゃ
す
い
情
報
提
供
を

コ
ロ
ナ
鋼
、
物
価
高
麗
対
策

読ま害情た感行自室、るくの供言必もをチン富①
表会み草署ぞ主ぉ案 。 2 芸安ォ警官立長著ォ Z
に果後供の+る染し か者ケミは。ベ種がミチ
努的もを対場司者た り別ジク.なわき券始クン
めな国て J;tf:l- との事 やけユロにかかもまロ聾
。手、へなヰ対全信 す 7 ンカ。りな居るン彊

きþt;嗣
段県。ど渡王数の い回ル株 やどいが株百

v 、が変厚長把対 情!と対す迷て、に
手示 化援化握応 報チ 3 応 いつい従有
法す に触トの# 提ヤ回ワ 情てる来効
に還 合者云見主!供!日ク 報い。型な
よ用 わとい直‘ー にト 4 チ 提るどのワ
りをせなるし 努を回ン供市ちワク
情踏たっ。が めつ自のが民らクチ

答 副賞品 答 質(
つま活政弁めえ迎補間cj?と化は緊め弄自と現画 çp
いた状支:るな。助・1 来考にな急の:でも金:生
て、況援来がい来な学年え軸く支環経管行給売嚢
研給を、年ど対年ど校度て足持援肇済立つ付り支
究食ふ経度フ策度支給湾対を続的 E 社へて型上橿

152E5VA喜芸作品昨季五室長沼
くoZP2 持錦絵己主童話害時~\護 Z
諸討家 lま 継負充価食宅策営のて回 わは対
経す庭園 続担は高費 が体事き復 が国応
費るのの をが大騰 必質業たの市、す
に。生財求増歓分 要強で。た独県る

会
尚
一
議
v
s
r

魚
川
轟{
ι
Z

-
寝
込
温
V
S
醤

M

,TJFm 

学槙鎗食費の補助拡尭

。物価高腿対策 (2"-'3 学期分)8.118万円
昨年と今年の 5月 1 日の比較で 12%の値上がり。
小学生 1 人3千円中学笠 1 人4千円助成額。
。半額補助の継続 (3学期分) 1 億ふ 950万円
保護者負担の半額を 3学期も継続して補助する。

ータ

町罰... 温温

;3 8之品師、モー

l 市議会だより l
No, 148 2022 年 10 月号



市議会だより

な
ぜ
、

幻
-
*
(
表
面
、
高
繍
市
議
の
市
政
一
般
質
問
要
旨
の
続
き
)

1
0
5

億
円
の
巨
費
を
投
じ
る

開
成
山
体
育
施
慢
の
改
修
、
管
理
運
営
ヘ
『
民
間
資
金
綿
入
』
事
鍵

民
間
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
活
か
す
と
し
て
、
総
合
体
育
館
や
陸
上
競
技
場
、
開
成
山
野
球
場

な
ど
の
改
修
と
管
理
運
営
を
長
期
に
わ
た
り
一
括
し
て
発
注
す
る
手
法

(
P
F
I
)
に
よ
る
事
業
へ
の
参

加
企
業
体
の
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
市
が
直
営
で
行
う
従
来
型
に
比
べ
安
く
で
き
る
と
す
る
根
拠
は
何

か
。
内
環
状
線
を
ま
た
ぎ
体
育
館
と
西
側
駐
車
場
を
結
ぶ
ベ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
は
本
当
に
必
要
な
の

か
を
質
し
ま
し
た
。

• • 
費
用
が
安
く
済
む
の
か

質
問
:
市
の
説
明
で
は

6

・

8
%
費
用
が
安
く
な
る

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

具
体
的
に
何
が
ど
れ
だ
け
安
く
な
る
の
か
。

答
弁
:
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
以
や
手
引
き
に
基
づ
き
算
・

出
し
た
が
、
項
目
ご
と
の
緒
減
額
な
ど
は
募
集
業

務
に
差
し
さ
わ
り
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
答

弁
は
控
え
る
。

質
問
:
受
注
し
だ
事
業
者
の
利
益
は
ど
の
程
度
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

2022年10月

具
体
的
な
説
明
は
『
控
え
る
』

答
弁
:
募
集
業
務
に
差
し
さ
わ
り
が
あ
る
こ
と

J

か
ら
答
弁
は
控
え
る
。

質
問
:
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
設
置
、
管

理
費
用
お
よ
び
利
用
者
数
の
見
込
み
は
。

答
弁
七
利
用
見
込
み
数
は
試
算
し
て
い
な
い
。

設
置
費
用
に
つ
い
て
は
募
集
業
務
に
差
し
さ

わ
り
が
あ
る
の
で
答
弁
は
控
え
る
。

質
問
・
横
断
歩
道
の
改
良
で
対
応
で
き
る
の
で

立
。

答
弁
:
歩
行
者
、
利
用
者
の
安
全
確
保
が
図
ら

れ
る
こ
と
か
ら
計
画
を
進
め
る
。

田村町東部地区の産廃処分場、

現状 事業者等 名称または予定地域

現在稼動中 協和産業 田母神処分場

2 設置工事中 日本産業 横塚処分場(仮称)

3 計画 ミタック 栃山神・谷田川地区

4 計画 市有地利用打診 僚塚下滝の山林

問
わ
れ
る
都
山
市
の
姿
勢

田
村
町
に
4

タ
所
自
の
産
廃
最
銭
処
分
喝
建
設
計
画

前
号
で
郡
山
市
田
村
町
東
部
地
区
に

3

ヵ
所
目
の
産
廃
最
終
処
分
場
の
計
画
が
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
別
な
計
画
が
田
村
町
糠
塚
の
北
部
、
下
滝
地
区
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

田
村
町
東
部
地
区
に
4

ケ
所
も
の
最
終
処
分
場
が
集
中
す
る
事
態
は
ま
さ
に
異
常
。
「
産
廃
処
分
場
は
い
ら

な
い
。
事
業
者
は
事
業
計
画
撤
回
を
。
市
は
許
可
を
出
さ
な
い
で
」
と
の
声
と
同
じ
思
い
で
質
問
し
ま
し
た
。

産
廃
処
分
場
建
設
準
備
に
市
有
地
を
産
廃
処
分
場
が
次
々
に
つ
く
ら

利
用
さ
せ
る
な
れ
る
よ
う
な
郡
山
市
に
す
る
な

質
問
-
産
廃
事
業
者
か
ら
郡
山
市
が
所
有
す
る
山
林

質
問
:
全
国
の
産
廃
処
分
場
の
残
余
期
間
は
げ
年

(
地
元
組
合
と
分
収
造
林
計
画
あ
り
)
を
最
終
処
分
場

分
。
目
標
の
印
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
排
出
抑

設
置
準
備
の
た
め
借
受
ま
た
は
買
い
入
れ
を
し
た
b

t

と
再
利
用
の
促
進
で
最
終
処
分
量
を
減
ら
す

旨
の
打
診
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
郡
山
市
の
土

方
向
に
進
ん
で
い
る
今
の
時
代
に
産
廃
処
分
場

地
で
あ
る
ニ
と
か
ら
市
長
は
ど
ん
な
利
用
形
態
で
あ

れ
事
業
者
の
申
し
出
に
は
応
じ
な
い
「
を
明
確
に
刊
誌
川
崎
一
と
で
き
る
よ
う
な
郡
山
市
に
す
刊

す
べ
き
a
l
-
-
F

答
弁
・
資
源
が
循
環
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

答
脊
・
2
0
2
5

年
6

月
ま
で
、
二
瀬
分
収
造
林
管
理
還

を
取
り
組
み
の
柱
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
産

営
組
合
と
の
間
で
分
収
造
林
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
そ

廃
の
減
匙
や
資
源
化
の
普
及
啓
発
を
は
か
る
。

の
後
の
土
地
利
活
用
は
慎
軍
に
検
討
す
る
。

最
終
処
分
場
の
設
置
許
可
は
「
公
平
・
公
正
か

質
問
:
検
討
で
は
な
く
処
分
場
建
設
の
準
備
用
地
と
し

つ
中
立
的
な
立
場
」
で
審
査
を
行
う
。

て
利
用
さ
せ
な
い
立
場
に
立
つ
の
か
ど
う
か
聞
い
て

い
る
。

答
弁
:
地
元
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
聞
い
て
慎
重
に
判
断

す
る
。

地
元
な
ど
関
係
者
の
反
対
の
声
を
反
映
さ
せ
る
べ
き

質
問
-
事
業
者
が
提
出
す
る

事
業
計
画
書
に
は
関
係
者
一

の
同
意
書
等
の
添
付
を
求
一

め
て
い
る
。
明
確
に
継
統
一

し
た
反
対
の
意
思
表
示
が
一

あ
る
場
合
、
事
業
計
画
書
一

は
要
件
を
満
た
し
て
い
な
一

い
と
し
た
取
り
扱
い
を
す
一

ペ
者
、
一

答
弁
・
同
意
に
関
す
る
書
類
一

は
建
設
予
定
地
周
辺
住
民
­

の
同
意
状
況
を
把
握
す
る
­

た
め
の
も
の
。
市
の
行
政
­

指
導
の
範
囲
で
あ
り
、
法

律
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

の
で
設
置
許
可
の
要
件
と

は
な
ら
な
い
。

マイナシIt~1Jード@曽昆に店舗するf(/J6' I 
共産党市BI団は、さき定例会巴提案されtt!.補正予算案の中の「個人番曇力一ド巳要する経費J (2.140万円)巴反対しまし
た.これI~現在実施されている「マイナポイント車業」ガ23年2月末で終3することを受け、マイナンバーカード新規申

請書巴「クオ・力一ドJ(額薗 1.000円)をプレゼツトするというものです。

マイナジパー制度は、カードの交付率ガ50%巳迫ってき定からと言って、「仕方主主いJ と容腿できる制度でI~ありまぜん。
マイナンバー制度以包と包と「マイナシパーを活用し、年金・福祉・医痘等の社会保障給付巴ついて真巳支援を必要とし

ている者巴対し迅速かつ適切E湿供J (内問府説明資料)と密かれているよう巴、税の徴収益化と社会保障賓の削減を目的巴作られた制度で替が、昨年成
立したデジタル改革間違法では、マイナンバ←カードの剥用広大ガ盛り込まれ、医.分野や32の国家資格主主ど国震の個人情報のすべてガマイナンバー
カード巴紐付けできるよう巴法政ïE.tf:行われました。これEより、固と同緩、企業也、マイナンバーカードで集約される国民の個人情報を活用できるよう
巴怠ります.

実際、デジタル国家の先導役として取り組まれている「スーパージテイ」や「デジタル回目健康特区J 等で隊、合まで行政がやってい定医療、福祉、敏
育、防災など幅広い分野で民間企業ガ主導してサービスを供給するという行政の変質ガ進行しています。行政の形まで変えようとする究極のデジタル社
会、その手段と怒るマヲナンバー力一ドの普及sr.:賛成すること Id;できまぜん 、

圃αxlαxl 一一
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市
の
旧
統
一
協
会
へ
の
認
識
と

今
後
の
対
応

質
問
:
市
長
を
含
め
わ
が
市
と
の
関
わ
り
は
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
、
旧
統
-
一
協
会
と
関
連

団
体
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
で
対
応
し
て

い
く
の
か
。

答
弁
・
社
会
的
に
周
題
の
あ
る
団
体
に
つ
い
て
は

総
務
省
の
通
知
を
踏
ま
え
て
対
処
し
て
い
く
。

質
問
・
わ
が
市
の
旧
統
一
協
会
に
対
す
る
認
織
に

つ
い
て
聞
い
て
い
る
。
答
弁
に
な
っ
て
い
な
い
。

答
弁
:
地
方
自
治
法
を
踏
ま
え
て
対
処
す
る
。

質
問
:
霊
感
商
法
に
よ
る
消
費
生
活
相
談
所
へ
の

相
談
と
そ
の
対
応
は
。
』

答
弁
:
幻
年
ま
で
の
過
去5
年
間
で
霊
感
商
法
の

相
談
は
日
件
。
助
言
や
法
律
相
談
の
案
内
な
ど
、

行
っ
て
い
る
。



別記第 1 号様式、 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 空襲 閣月号、 、 高橋唱
日本共産党郡山市議団

・司

区 分 事 由 費、目 金 額 小計

交通費 旅費 . , 

l 調査研究費 。自動車燃料費 資料作成費

J 調査委託費 振込料

J 会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研修 費 旅費 自動車燃料費
，戸

, . 
資料作成費 食糧費

振込料

• 会場費 交通費 r 

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報器(紙) 報告書等印刷費

送料{折込料含む)
ウェプページ
掲載代

ー， ' 茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 穂 費 自動車燃料費 資料作成費。

、ー

茶菓子代 援込料
r 

交通費 旅費

5~ 要陳情請活動費・、 自動車燃料費 資料作成費

振込料
、

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

• 振込料
, 

印刷製本費 281 翻訳料
T 資料作成費 コピー代金' / 281 

量産耕料 援込料
、

、

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費
新聞(日刊紙)

雑誌等購読料購読料

有料データパース 娠込料等利用料

賃金 社会保険料等
9 人 j牛 費

振込料

J 備品購入費 |輸リー糊ス代等
10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通自 信運搬 p
電話粋等(按分) 郵便料等

11 
動車燃料費 自(按動分車燃)料費 その他

支出年月日 2022年10月 24 日 現金白納簿 合計. 281 支出番号
ョ. 



• 
F 

• 

別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

-~-・『 酢・ー. ~ . ,. ' 

区 分 -※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 2 研修費 3 広報費 '4 広聴費

印刷製本語5 要脅・陳情活動費 6 会議費 ⑦ 資料作成費 8 資料購λ費

1"0 事務所費 1 1 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入 j 

支出目的
コピ}代金

(支出事由)

f 

7 月分 265 円 9 月分 16 円

内 ~ー1ー・・

支出年月日 支， 出 先
、

2022 年 10 %2  48 三英堂事務機株式会社
口，

上記のとおり支出します。

議員氏名

30-NQ 003332 領収書

令和義或 4 年 lO 月ょ4 日

目落語走路f)~)(みも議長渦様
下記の通り領収致しました

計

品

コヒ t之

消費税額

合計

日ー一....一 一信、a‘一一 一
一一 一 ーーーー -..--一 一一一日』、 ーー、

単 価

"' 

支出金額

281 円

高橋善治⑧
, ，も

金 額， 摘 要



• 

• 

号車

> 百回 求 書

-日本共産党郡山市議団 様
令和斗年 lD月 l7 日

7'áåJ.ヲ'ìùil!:;'請求~レEf9;，
田園生

, 

申
一

-
-

け
が
一

:
 

吃
働
一

ロEコロ 名 敏量 単位 単価 金 額

、モノクロ 536 枚 0.495 265 
7 月分 複写サービス料金 「

カフー 。 枚 5.3273 。
一\

モノクロ 。 枚 0.495 。

8 月分 複写サービス料金
カラー 。 枚 5.3273 。

モノクロ 33 枚 Ö.記~è5 161 
9 月分 複写サ←ピヌ料金

. カフ』 。 枚 5.3273 

一寸

消費税及び地方消費税を加算した価格です。

~恥 計 281 Eコ

備考
, 

No.042-2 



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 勢 信: 高橋善轡;
日本共産党郡山市議団

区 分 事 由 費 目「・金 額 小言千
r , 

交通費 旅費

I 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

鰯査委託費 振込料.

会場費 講街謝金

出席者負担金・会狩 交通費

2 研 修 費 l 旅費 自動事燃料費

資料作成費 食糧費
f 

振込料

• 余場費 ~通費

自動車燃料費 F 資料作成費

S 広 報 費 広報誌。(紙) 報告書等印刷費 し l

ウェプページ
送料(折込科会むl

掲載代

茶菓子代 振込料
、

今 ‘ 

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費
.、

茶菓そ代 振込料

J 
( h 

変通費 旅費
「

要請
5 陳情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料
，一

会場費 交通費

• 
6 会 議 費 :自動車燃料費 1 資料作成費 l'

振込料
f 

7 資料作成費
印刷製本費 翻訳料

童青耕料 振込料

法規追録代 参考図書伐

新聞(日刊紙)
8 資料購入費 、勝続料 1 雑誌等購読料

有料データ~ース 振込料等利用料
, 

9 人 費
賃金 社会保険料等

件
携込料

備品購入費 事リ務ー機ス器代等

10 事務所費 印刷機インク代 消耗品等事務費 6, 930 印刷代・ 693.0 

振込料 -記送手数料
, 

通自動信車運燃搬料費・
電話料等(按分) 郵便料等

11 

自1按動車分燃)料費 その他
、

現金出納簿
、

支出年月日 2022年12月 20 日 支出番号 10 合計 6, 930 



」

別記第 2 号様式
¥t  

支出明細書兼支出証明書

= も戸4

, 
区 分 来該当する区分にO印 費 目名

l 調査研究費 121E 費 i出器首長白崎舗明白-回目ゥー-・鴫・ー信---

5 要請・陳情活動費 消耗品等事務費6 会議費 j
L⑩事務所費 I 11 通信運搬・自動車燃料費 L郵便料等) , 支出費目を記入

、
F 

支出目的 品申--坤ーー#世』守一司闘四回・四幡町刊冊目甲町田向山町M'Mkω回目ふ帽甲骨嗣魯剛山田山田畑田町田咽-~-刊個曲目四回目白ム町田#四割目

…一一一司一一一一一一円

印刷機用インク購入費 、 l

(支出事由) 旬司--"-鋤目前叩m・--ー~-司同州占ー~品ー-品"ー--明白但-回r-陶申捌叩・偏向-・-山守?ーー“--勾-ーー・・・司・“一"ーー・・ω-・縄問前司叩-崎--抽幽抽ヶー叩舗

キャノンインクカートリッジ
1-:-- f' 円一一一 一一

内 容
'一一一 ‘ ・・噂伺・・司-品 "司P句町--ー・働時匂--ー"酬"・・網陣-~，田静伊ー・町胆噂胆国関陣喝ゅー'ー目・'-守.-・四ー・・・陶陶佃 .一一一

ー」ー

支出年月日 支 出 先 支出金額

/ 

2022 年 12 月 6 日 ケーズデシキ郡山本店 6"930 円:
、 『、

、

上記のとおり支出します。

高橋善治傷議員氏名
‘' 

山支出重号

• 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

一
一
一
←
一
塁
コ
一
正
副
部
一
『

トg
D
ω
g
g
g悶

γ
一
四

三
三
-
一
=
一
-
=
=
-
一
=
一
=
一
一
一
一
「

l

(
O
m
ω
u
r
 

g
ω
.穿
与

t
R
4
P
U
L

-
'
1
1
E
1
E
I
-
-
E
!
?
E
t
i
-
-

』
2
2
3
t
g
E
E
E
B
B
'
E
f
t
a
-

人
民
伽E
艇
部
v
a

。
必
、
」
桶J揺
竪
駆
け
一
出
輝
樹
嗣
斗

U
・
、
」
心
乞
田
辺
，
J
g

購
罷
阻
沼
山E
)

き
F

幅
削
帽
京
器
購
h
k帥E
一
一
回
酪
罷

昨
罷
晒
誕
E
)

(
Oの
匂
帯

。
の
∞ι
ω排

日 li

gi 
gii 

R ii 
写 iir--11 

([) n 

iii 

。
のω
t
r

Oの
∞
・
匂
枠

制
問d
州

\
民
一
世
K
呂
田
陣
見
捨

ー審

査唾

嵯
戸

、
生
ω
\
g
T
Eの
よ
U由
主
8
0
F
N
m
g
苫
寸

λ
ヘ
、
与u
T

お
お
「
一L
I
R
O
λ
L
、
・
F

Y
A
-
1
-
t
1
1
0〈
雲
町
田
V
t

睦
愈
・ぞ骨

訴n

iS 
1Ii~ 
士、

週

。正

1 1 

※複数の領収'書取貼石場合ばJ宣なちふ1\ ょ日出付，L:-r < tiさ下。
※糊内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



別記第 1 号様式 支 出 調 書

• 

, 代表者 経理責任者 起案者

会派名 議事 ろ、昔多J
ノ

高橋善治母
日本共産党郡山市議団

区 分 事 由 費目 金 l 額 小 宮十円
i ‘ 

交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費・- , 振込料
、

会場費 講師謝金

出席者負担金 9 会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費
、

振込料

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費市議会だより発行 広報誌(紙) 264, 000 報告書等印刷費 408, 375 

送料(折込科含む) 144, 375 ウェアページ掲載代

茶菓子代 振込料
、

会場費 交通費
f 

4 広 t 聴 1費 自動車燃料費 資料作成費
J 

茶菓子代 振込料

旅費交通費

要請・
自動車燃料費 資料作成費5 陳情活動費
振込糾

~ 

¥ ' 
』、

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

一トー-，
印刷製本費 翻訳料

7 資料作成費
筆書件料 振込料

t 

法規追録代 参考図書代

S 資料購入費 新聞(日刊紙)
雑誌等購読料購読料

有等利料デ用料ータベース 振込料

賃金 社余保険料等
9λ イ牛 手

〆~

'振込料

備品購λ費 l事リ務}機ス代器等

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

電話料等(検分) 郵便料等
〆

通信助車運燃搬料 ・11 
自動 費 度{動按分車燃7 料費 その他

2022年1骨支出年月日 現金出納簿
1/ 合計 408, 376 支出番号

• 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出言正明書
マ支出番号 1 1 札

区 分 ※該当する区分にO印 費目名

(
7 広資料報作成会費t;' E広…樫聴主費主1 調査研究費 2 研修費一

5 要請・陳情活動費 '1 6 会 F 議費 広報誌、(紙)

⑮ 事務所費ー 1 1 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

実出目的 一一一一 一一 )一一一一… …一一一一一}一一一一一一一

(支出事由)、 一会一派一 市議会…一だよ一一り一の一発一行一一一一一 i 

• 屯、

市議会だよりの印刷代金 40， 000 枚分
一一一一一 一一 一一内容
.-一品目白伽由旬鳴鏑由"“ー一-嶋崎間関戸田吟戸山印刷叩伊叩』凶句-明品開山司由旬司~・m・-一一値目一回目一自由一一.--由』ωωー一-'"・ー一一『ーー・ーι

.支出年月日 支出先 7 支出金額
、 'E

r 

/ 

2022 年 12 月初日 有限会社郡山共同印刷 、 264， 000 円

上記のとおり支出します。 善昏
議員氏名 高橋

、 i

、

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

el 別紙

，※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付ぜきない場合は、別記第l1'号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



整等書収領

別記第11号様式

理票

管:'">~::で.~. ~. :":-. '. . ~万戸苛円七四~択でヤヤ折紙同で可~~'~ーか~アポー

No. 

奴証::包容共産現郡』キ議o.ffi様一号
て金額 I . I I 

l j '?-/4<1 tl& I 31 ァ/:..)/
但給今だれ (1羽訟を)匂易11.1-!Ò..斯肉与格/f勺

~ò .':l-J. 年 /.2 月 ;J(f) 日 上ー記正に領収いたしました

補齢儲齢福島県郵山市

領

一
冊

一
入

一
収

/ 

/ 

書

• 
ι 

No.一一一一一一一一一主立主主主.-!'2~並旦求ヨ主
日月

、。〆

• 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。



広報誌全体と対象外'面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 ~皿× mmX , 2 面 207， 044 Imfi. 1 . 382 

.2 対象外面積

① O 皿× o nim= 。

② E皿× mm-

③ m皿× 1Dßl=ー

( 1 m皿× mm= 

⑤ 皿皿× mm= 
、

• 計 。

，、

3 按分割合

五 L .X 100 対象外按分率

4 対象経費算出

支出額 264, 000 円 ﾗ 対象外按分率♂

/ 

mJﾖ 

niJÖ ,: 

mJﾖ 

t ma 
Imfi. 

n
 

sm 

o % 

o % 0 円・!・出

( 1 円以下切り上げ)

支向額 、 264， 000 I 円 恒 =対象経費 264;000 円

• 



問
月
議
会

報
告山に

• 
I .tJ健みよい

• 
寧剥・隼謡せ

に
わ
緒
あ

一
カd5 

J..'71 

• 

一
進
一s
学
期
学
按
鎗
禽
賓
盆
額
補
助
《
来
年
度
以
降
も
震
を
》

三
主
要
合
聾
審
'
事
店
ご
み
声
調
眼
集
開
始
《
封
書
の
拡
大
き

ロ
月
定
例
市
議
会
に
は
市
民
要
求
に
応
え
、3
学
期
の
学
校
給
食
費
全
額
補
助
や
来
年
度
か
ら
要
介
護
者
の
家
庭
ご
み
を
希
望
に
応
じ
。

戸
別
収
集
す
る
た
め
の
予
算
措
置
な
ど
こ
れ
ま
で
市
民
と
一
緒
に
共
産
党
も
要
求
し
て
き
た
施
策
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
市
の
運
営
責
任
を
あ
い
ま
い
に
し
か
ね
な
い
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
市
営
住
宅
な
ど
を
民
間
企
業
に
任
せ
る
施
策
が
す
す
め

ら
れ
で
い
ま
す
。

共
産
党
市
議
団
は
採
決
に
あ
た
り
、
高
橋
善
治
市
議
が
討
論
に
立
ち
、
予
算
措
置
の
積
極
的
な
函
は
評
価
し
つ
つ
も
、
民
間
任
せ
で
は

市
民
へ
の
責
任
が
果
た
せ
な
い
と
民
間
委
託
に
関
連
す
る
議
案
な
ど
に
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
提
出
の
請
願

6

件
宇
ベ
て

紹
介
議
員
と
な
り
採
択
に
努
力
し
ま
し
た
。

12月定例会には品川市長が提案した補正予算や契約信案、条例案など

のうち共産党市総聞は39緩案に賛成、 4鱒寒に反対しました。

共産党市鴎団が反対じた踊黛とその理由

り
就
り
り

な
級
喝
と
定

に

2

お
ひ
予

ロ

M
要
こ
経

伝
ι
函
淵
践
・

間
一
万
一
即
応
輝
一

堀
町
蒜
問
一z

一

建
前

2
←
長
一

陪
悩
一
制
法
」
氾
一

撞
畑
一
割
泊
予
晴
一

保
続
一
創
出
W
河
一

め
継
一
割
括
2

一

諸
問
扉
措
ぽ
丸
一

活
時
一
蝉
瞳
芳
一

分
凶
弓
対
ま
一

り
度

Z
4
e

ト
し
一

が
究
コ
、
咳
晶
一

上
来
τ
で
支
一

値
と
護
象
。
同
葬
ニ

材
す
一
介
対
す
一
歳
円
一

食
ま
蚕
が
ま
一
O
万
一

一
一
始

一
間
同
一
ー
一

回
一
(
一

補
一
一

額
一
一
一

申
Z

ム
〆

演
を
金

!
?
v一

濃
一
一
世
.

箱
一
一
給

事
μ

一

n
-

問
問

惇
一
-
伊
一
応

湖
一
の
一
℃

学
一
ミ
一
育

3
L
J

子

↑

d
d
w一品

げ
h
-
p
v

泊
脚

質
問
介
霞
施
訟
は
ク
ラ
ス
タ

l

延
発
す
る
状
況
で
入
院
汽
駐
車
三

の
体
制
聾
備
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
?
e
d
酷
噛
酬
・
『
情
附

答
弁
:
医
療
機
関
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
医
療
体
制
が
‘

i
t
-
-
、
高
官

ひ
っ
迫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
医
や
協
カ
医
療
機
関

E
F

と
協
議
L

て
、
介
護
施
設
内
で
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
‘
圃
珊
滅
的
，
実
濁

る
よ
う
求
め
て
い
る
。
鋼
材
翁

w
h留
側

、
最
近
の
傾
向
で
は
、
感
染
者
を
入
院
や
個
室
管
理
な
ど

4

『
司
田
川

で
行
動
制
限
す
る
こ
と
が
致
死
率
悪
化
の
要
因
と
な
る
と
圃
置

の
指
摘
も
あ
る
こ
と
か
ら
医
療
機
関
へ
の
入
院
は
勧
め
て

、

E

、

a

b
,zb 介

車
保
険
の
改
悪
中
止
を
!

質
問
:
現
在
、
厚
労
省
の
社
会
保
障
審
議
会
で
は
、
利
用
料

の
2

倍
化
、
要
介
護
1
2

の
保
険
給
付
は
ず
し
な
ど
『
史

上
畳
悪
』
と
言
わ
れ
る
介
護
保
険
の
改
定
案
が
審
議
さ
れ

て
お
り
、

p郡
山
市
と
し
て
こ
れ
に
反
対
す
る
声
を
政
府
に

届
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁
:
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
す
る
方
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
国

に
お
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て

い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る

の
で
、
審
議
の
動
向
を
注
視

し
的
確
に
対
応
し
て
い
く
。

反対した強豪 反対した理由 勝~
麓山立体駐車揖の有料化に伴 計画段階から駐車場の有料化に反対を
-う備昂購入費(下段の一般会 てきました。有料化に伴い必要な備品
計補正予算は同一議案です} 入予算は認められません。

1 放課後児童クラ審ブ運議告書を民間 公按児童クラプの運営を佳せる企業還提す定 1
!こ任せるだめの 会設置費 のための審議会。こどもの生活の場を
用(一般会計補正予算〉 供する児童クラブに経済効率を第ーと

ることには賛成できません。

学校給食調理、学校用務員を 学校に指郷命令系統、雇用形態が全く違 1
民間企業に委託するだめの予 う職員が混在することは教育の場にふさ

算(一般会計補正予算〉 わしくありません。

市営住宅の管理を東京本社の 住宅に困窮する市民に住まいを保障する

東急コミュニティーに任せる のは自治体の責務です。修繕工事なども

契約 東京本社の企業に任せることになります。
ノ

、開成山公園の維持管理などを 市民共有の財産である公園を民間企業の
大阪本社の大和リースを代表 収益の場として提供。利益を保証するた
とする企業に任ゼる契約 めに契約期間は19年間と長期。 一、

'郡山市個人情報の保護に関す 個人情報の扱いを自己決定する権利のな
る活律施行条例 い日本で匿名化されるとはいえ情報利用

がオープン化されその管理運営も海外巨

大企業任せの法律を郡山市で具体化する
ための条例には賛成できません。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
簸

岡
田
哲
夫
市
畿
の
市
政
一
一
般
質
問

ー
質
問
:
自
宅
療
養
中
の
容
態
急
変
な
ど
に

ど
う
対
処
す
る
の
か
?

答
弁
・
現
在
、
高
齢
者
施
設
や
医
療
機
関

で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
多
発
し
医
療
体
制
も

ひ
っ
迫
し
て
い
る
が
、
自
宅
療
養
者
の

病
状
急
変
に
は
、
優
先
的
に
入
院
調
整

を
行
っ
て
い
る
。
ホ
テ
ル
療
養
は
、
病

状
や
家
庭
の
状
況
等
総
合
的
に
勘
案
し

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
感
染
者
が
自

由
に
選
択
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

質
問
・
不
足
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
治
療
薬
の

供
給
は
?

答
弁
・
自
宅
療
養
中
の
軽
症
者
な
ど
は

「
内
服
に
よ
る
解
熱
剤
や
鎮
咳
剤
な
ど
の

対
処
療
法
を
必
要
に
応
じ
行
う
」
こ
と

が
今
年
m
月
策
定
の
厚
労
省
の
診
療
方

針
で
あ
り
、
重
症
化
因
子
の
あ
る
感
者

に
対
し
て
だ
け
「
2

種
類
の
経
口
坑
ウ

イ
ル
ス
薬
を
投
与
す
る
」
と
明
記
さ
れ
込

て
い
る
。
日
月
に
重
症
化
リ
ス
ク
の
な

い
息
者
に
投
与
可
能
な
坑
ウ
イ
ル
ス
獲

が
緊
急
承
認
さ
れ
た
の
で
、
動
向
を
注

視
し
て
い
る
。

ー言〉市民生活応援施策{崎市盛会の予算措置から}

戸う少き 3 2..帆叫モー

l 市議会だより l
No.'T 49 2022 年 12 月号



• • 
(2) 

学
校
司
書
の
待
遇
に
つ
い
て

市臨会だより

質
問
郡
山
市
と
市
民
が
共
同
で
作
り
あ
げ
て
き

た
学
校
司
書
の
全
校
配
置
と
い
う
他
市
に
誇
れ

る
現
状
を
後
退
さ
せ
な
い
努
力
が
必
要
で
は
な

い
か
?

答
弁
・
ど
の
学
校
に
お
い
て
も
質
の
高
い
図
書
館

運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
全
校
に
お
い
て
学
校

司
書
が
そ
の
役
割
を
発
揮
で
き
る
よ
う
配
置
し

て
い
く
。

質
問
:
将
来
的
に
交
付
税
措
置
が
1

校
1

人
配
置

に
な
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
可
能
な
限
り
常
勤

の
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
雇
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
?

答
弁
:
学
校
司
書
の
業
務
内
容
嗣
査
結
果
や
、
、
学

校
図
書
館
法
、
学
校
図
書

i

館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
社
・

2
厩
剖

会
変
化
に
伴
う
新
し
い
止
を
)
・
ー
同

教
育
へ
の
対
応
、
学
校
訓
稜
ギ

図
書
館
の
D
X

等
を
総

V
d
a
d叶
吋

合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、a
l
h
u
f

必
要
な
業
務
内
容
を
精

a
-
i

査
し
、
雇
用
条
件
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
で
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
彊
を
最
優
先
に

2022年12月

質
問
:
デ
ジ
タ
ル
化
の
狙
い
は
、
地
方
自
治
体
な

ど
が
待
つ
住
民
の
個
人
情
報
を
園
が
一
元
管
理

し
こ
れ
を
国
や
大
企
業
が
活
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
点
に
あ
り
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守

る
仕
組
み
を
ど
う
制
度
化
す
る
か
は
‘
デ
ジ
タ

ル
先
進
国
で
は
当
然
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
場
合
、
令
和
3

年
改
正
の
「
個
よ
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
」
で
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
が
欠
落
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
?
〔
現
在
の
市
の
条
例
で
は
、
住

民
の
立
場
か
ら
『
情
報
の
削
除
』
『
情
報
提
供

の
中
止
」
「
自
己
情
報
の
開
示
」
な
ど
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
記
述
が
あ
る
v

答
弁
:
個
人
情
報
の
目
的
外
使
用
の
制
限
、
安
全

管
理
措
置
、
第
三
者
へ
の
提
供
の
制
限
、
自
己

情
報
の
開
示
、
利
用
停
止
な
ど
、
行
政
機
関
の

取
り
扱
い
上
の
義
務
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、

制
度
運
用
を
監
督
・
監
視
す
る
個
人
情
報
保
護

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

質
問
-
・
こ
の
よ
う
甚
ア
ジ
タ
ル
化
の
狙
い
と
現
状
に
、

市
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ヵ
l

ド
の
取
得
に
不
安

や
疑
問
を
感
じ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
少
な
く

と
も
行
政
が
カ
l

ド
の
取
得
を
強
制
す
べ
き
で

は
な
い
。

答
弁
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
で
「
申
摘
に
よ
る
交
付
」

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
取
得
を
強
制
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
、
市
民
の
皆
様
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
際
も
説
明
し
て
い
る
。

イ
オ
ン
郡
山
フ
ェ
ス
タ
店
の
営
業
中
止

に
つ
い
て

質
問
・
来
年
か
ら
3

年
問
、
日
和
国
の
『
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
i

ル
フ
エ
ス
タ
」
が
改
修
工
事
に
入
り

ヌ
ェ
ス
タ
で
働
く
1
0
0
0

人
以
上
の
仕
事
が

な
く
な
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
、
J

テ
ナ
ン
ト
や
従
業
員
に
配
慮
し
た
対
策
を
と
る

よ
う
、
フ
ヱ
ス
タ
本
部
に
要
望
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
?

答
弁
・
イ
オ
ン
側
に
対
し
、
可
能
な
限
り
地
元
テ

ナ
ン
ト
の
要
望
へ
の
配
慮
な
ど
、
き
め
細
や
か

な
対
応
を
お
願
い
し
て
き
た
。
今
後
も
関
係
機

関
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
資
金
的
な
支
援

も
含
め
必
要
な
支
援
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

就
労
に
つ
い
て
は
郡
山
公
共
職
業
安
定
所
等
を

核
と
し
て
、
求
人
情
報
の
提
供
な
ど
き
め
細
や

か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
触
媒
と
し
て
役
割
も

果
た
し
て
い
く
。

高
橋
善
治
市
議
の
市
政
一
般
質
問

市
民
生
活
応
援
の
施
策
を

コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高
麗
の
さ
な
か
、
市
民
生
活
応
援

の
施
策
は
自
治
体
の
重
要
課
題
で
す
。

①
学
校
給
食
、
来
年
度
も
負
担
綾
滅
の
継
続
を

質
門
:
畿
務
教
育
無
償
の
原
則
と
子
育
て
支
援
の

重
要
性
か
ら
来
年
度
以
降
無
償
化
を
含
む
負
担

軽
減
策
を
実
錯
す
べ
き
だ
。

答
弁
:
市
議
会
で
無
償
化
の
請
願
が
採
択
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
給
食
費
を
公
費
で
負
担
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
持
続

可
能
な
公
費
負
担
の
在
り
方
な
ど
を
調
査
研
究

し
て
い
る
。

②
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
を
現
物
給

付
に

質
問
:
病
院
窓
口
で
の
支
払
い
が
重
い
負
担
に
な

っ
て
い
る
。
子
ど
も
医
療
費
の
よ
う
な
窓
骨
負

担
の
な
い
制
度
に
早
急
に
改
善
す
べ
き
。

答
弁
・
窓
口
負
担
の
な
い
現
物
給
付
に
す
る
と
国

の
交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
あ

る
ロ
こ
れ
を
冷
め
る
よ
う
固
に
要
請
す
る
と
と

も
に
負
担
軽
減
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
の
で

関
係
部
局
と
協
議
し
て
い
る
。

③
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
を
国
に
求
め
よ

質
問
:
売
り
上
げ1
0
0
0

万
円
以
下
の
事
業
者

も
年
間
叩
数
万
円
の
消
費
税
負
担
と
復
維
な
納

税
実
務
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
'

か
ね
な
い
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
=
陵
、

中
止
す
る
よ
う
に
国
に
意
見
を
九
ヲ
晶
司
、

あ
げ
る
べ
き
。
レ

t
E司
J

答
舟
・
市
に
直
接
的
な
反
対
意
見
調

U
S

は
届
い
て
ド
な
い
、
応
.
司
圃

ま
た
、
消
費
税
制
度
の
長
期
、
副
首
』
圃

的
な
視
点
に
鑑
み
て
も
イ
ン
ボ
ヘz
r

き

イ
ス
導
入
は
適
当
で
あ
る
と
考

t
ヒ
句
点
主

え
る
。

中
核
市
の
中
で
排
出
量
が
一
番
多
い

わ
が
市
の
ご
み
問
題
に
つ
い
て

質
問
:
2
0
2
7

年
度
ま
で
に
計
画
通
り
一
人
当

た
り
の
ご
み
鋳
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た

場
合
の
効
果
は

答
弁
:
2
0
2
0

年
の
実
績
で
推
計
す
る
と
二
酸

化
炭
素
排

で
1

億
9
4

質
問
:
わ
が

減
少
傾
向

対
応
し
よ
­

答
弁
・
ご
み

%
資
源
物

リ
サ
イ
ク

歴
史
情

共
産
党

文
書
館
的

在
の
計
画

分
で
な
く

立
体
駐
車

も
と
急
い

要
は
な
い

か
し
建
物

史
情
報
公

の
に
す
る

質
問
:
公

な
ど
専

な
の
か

置
は
。

答
弁
-
u採

文
書
等

も
ら
う

質
問
:
歴

答
弁
:
学

る
のV

※
7
l

キ

等
の
調
査

くき町闘がお介随員となった吋尋極言〉
請願書名 採択の結果

非核=原則の堅持を固に求める意見書の提出についての荷額 不採択賛成IJ人反対21人

非核三原則の堅持および核兵器廃絶に向けて役割を果たすこ
不採訳賛成IJ人反対21人

とを求める意見書提出の請願

敵基地攻宰能力を有する軍備増強を行わず、外交による平和
不採択賛成7人反・対25人実現を求める意見書提出の請願

ミニマム・アクセス米の削減・中止など運用を改め、生産費
不採択賛成7人反対25人を償う価格下支えを求める請願

第9期介蟻保険制度改正に関する意見書の提出を求める鵠願書 不採択賛成9人反対23人

小中学校の給食無料化を求める意見書提出につ.いての請願 採択賛成20人反対12人



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号， 1 1 

¥ ' 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費「 2 研修費 ③広報費 4 広'聴費
、

送料(折込者且言む )15 要請ー陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費

⑬事務所費 1 1 .遇信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目
, 

支出，目的
会派 市議会だよりの一般紙折込

(支出事由) ー...，.叩崎明 同一

-...;no,. 

同 25 日に市議会だ、より叩0 放の主要量代金
内 容 三年47

、

、

F 

支出年月日 支出先 支出金 h 額

2022 年 12 月 20 日 有限会社 郡山共同印刷 144， 315 円
f 

上記のとおり支出します。
, 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

, 

J 

議員氏名

※複数の領収書等を貼る場合は、重なGなし iよ τうに貼付してください。

高橋善僑

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。

、



、

別記第11号様式

E
m
 

等~整理

~"J訴さん;ヂELL Na 

:J領7!?i民証J日本共産京都品制様塑塑
金額 I ,1 1 , I , 1 , I1  

llLl4<Iρ/g j3/7/S-.j 
也識今だりくl 2.fj 議会) 1，匂創イホ新向4絵初・

ヰ0:4\年 J♀月羽田土記.!E ~;:領収いたしました
内.訳 、 Z品同づ

現金

小切.手 d /.一一--.--_...ー官官
手形 /1 取締蛾-

j 税率%農器 三十 {j ( 電信 (0
; 〆 税率 , f鑓叫1 ・ JL-一一----

%l精蹴鵬 , ""^明 e ・

一十一:-i- 「

書収領

• 

請

、

No. 

価
'
て
る~;?! 

2ð .2 2 年‘/:)月~()日!

単

書

日本さを急学;郡山キ言混血様
下記のとおり御請求申し上げます

名一一r~

, 'J2 É\ 議会だυ |位二組
新風\.，，3..合よ九割

量

求

:。

• 
ラ7S，þt)

4 

トー

5 

品

/之す

ム
ロ

。{

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付じでください。
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• 
. 

1 

広報誌全体と対象外面積?で按分する。

1 広報誌全体面積

271 皿× 382 IDIIiX 

2 対象外面積
" I 

① O 凹× O 皿=

② m血× 皿皿=

③ mmX 皿=モ

@ mmX mm= 

⑤ '.mmX m皿=

計

3 按分割合

r、、

2 面:- .207, 044 

。 mJd 

mJd _ 

m通

mJd 

mJd 

。 ma- ・・並

註 -;.-' i X 100 ' = 対象外按分率 o % 
¥ 

4 対象経費算出

¥ 

m過・ 1 

‘ 

t 

支出額 144, 375 円 ﾗ 対象外按分率 。% 0 円!・・'lll，

( 1 円以下切り上げ)
〆
ノ

支出額 14:1， 375 円一世=対象経費 144.375 円

に)



恒
刊M月
議
会

報
告山に

• • 
寧剥・..活向1;./健みよいふご一緒Iこ

反〉力あわせ

? 

、.J....71

• 

曹
一
s

掌
燭
掌
棒
鍾
禽
費
盆
額
輔
勘
案
差
以
降

三
主
要
介
信
審
等
京
店
ご
み
芦
別
限
集
開
始

S

U
R
定
例
市
議
会
に
は
市
民
要
求
に
応
え
、
3

学
期
の
学
校
給
食
費
全
額
補
助
や
来
年
度
か
ら
要
介
護
者
の

戸
別
収
集
す
る
た
め
の
予
算
措
置
な
ど
こ
れ
ま
で
市
民
と
一
緒
に
共
産
党
も
要
求
し
て
き
た
施
策
が
実
現
す
る

の
一
方
で
、
市
の
運
営
責
任
を
あ
い
ま
い
に
し
か
ね
な
い
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
市
営
住
宅
な
ど
を
民
間
企
業

ら
れ
て
い
ま
す
。

共
産
党
市
議
聞
は
採
決
に
あ
た
り
、
高
橋
善
治
市
議
が
討
論
に
立
ち
、
予
算
措
置
の
積
極
的
な
面
は
評
価
し

市
民
へ
の
責
任
が
果
た
せ
な
い
と
民
問
委
託
に
関
連
す
る
議
案
な
ど
に
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民

紹
介
議
員
と
な
り
採
択
に
努
力
し
ま
し
た
。

12月定例会には品川市長が提案した補正予算や契約稼業、条例案など

のうち共産党市勝因I孟39援案に賛成、 4&農業に反対しました。

共産党市鶴田が反対した随案とその理由

反対じた穏案 反対した理由

麓山立体駐車渇の有料化に伴 計画段階から駐車場の有料化に反対をし
-う備昆購入費(下段の一般会 てきました。有料化に伴い必要な備品購|
計補正予算は周ー議案です) 入予算は認められません。

放課後児童クラブ運営を民間 公B児童クヲプの運営を佳せる企業湿定提す1オ
に任せるための密議会留置費 のための審議会。こ、どもの生活の場を

用〈一般会計補正予算〉 供する児童クラプに経済効率を第ーと

ること吋成でき料。 I

学校給食謂理、学校用務員を 学校に指揮命令系統、雇用形態が全く違
民間企業に委託するための予 う職員が混在することは教育の揚にふさ

算(一般会計補正予算〉 わしくありません。

市営住宅の管理を東京本社の 住宅に困窮する市民に住まいを保障する

東急一コミュニティーに任せる のは自治体の責務です。修繕工事なども

契約 東京本社の企業に任せることになります。

開成山公園の維持管理などを 市民共有の財産である公園を民間企業の
大阪本社の太和リースを代表 収益の場として提供。利益を保証するた
とする企業に任せる契約 めに契約期間は19年間と長期。

'郡山市個人情報の保護に闘す 個人情報の扱いを自己決定する権利のな
る法律施行条例 い日本で匿名化されるとはいえ情報利用

がオープン化されその管理運営も海外巨

大企業の任条せ例の法律を郡山市で具体化する
ため には賛成できません。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
篇

岡
田
哲
夫
市
磁
の
市
政
一
般
質
問

質
問
:
自
宅
療
養
中
の
容
態
急
変
な
ど
に

ど
う
対
処
す
る
の
か
?

答
弁
;
現
在
、
高
齢
者
纏
設
や
医
療
機
関

で
ク
ラ
ス
タ
!
が
多
発
し
医
療
体
制
も

ひ
っ
迫
し
て
い
る
が
、
自
宅
療
養
者
の

病
状
急
変
に
は
、
優
先
的
に
入
院
調
整

を
行
っ
て
い
る
。
ホ
テ
ル
療
養
は
、
病

状
や
家
庭
の
状
況
等
総
合
的
に
勘
案
し

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
感
染
者
が
自

由
に
選
択
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

質
問
:
不
足
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
治
療
薬
の

供
給
は
?

答
弁
:
自
宅
療
養
中
の
軽
症
者
な
ど
は

「
内
服
に
よ
る
解
熱
剤
や
鎮
咳
剤
な
ど
の

対
処
療
法
を
必
要
に
応
じ
行
う
」
こ
と

が
今
年
m
月
策
定
の
厚
労
省
の
診
療
方

針
で
あ
り
、
重
症
化
因
子
の
あ
る
患
者

に
対
し
て
だ
け
「
2

種
類
の
経
口
坑
ウ

イ
ル
ス
薬
を
投
与
す
る
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。
日
月
に
重
症
化
リ
ス
ク
の
な

い
患
者
に
投
与
可
能
な
坑
ウ
イ
ル
ス
薬

が
緊
急
承
認
さ
れ
た
の
で
、
動
向
を
注

視
し
て
い
る
。

ー重〉市民生活応援施簾(12抑制鮒置から}
!'r3学期学校給食費全額補問 食材値上がり分を含め保護者負担がゼロになり

.Ij ます。来年度以降の継続が必要です。
副

要介謹1~5、視覚または肢体不Eげ自る由lt12級など
ι ゴミの戸別収集を4月から開始 が対象です困対象者をちっと広 必要があり

ます.

子育て応援給信金 0歳児から 15歳までの子どもを対象にひと}定り 3
万円を支鉛レます. 2月 6日第一陣支給予

モー ウヨ3 2..帆帆
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質
問
:
介
護
施
訟
は
ク
ラ
ス
タ
ー
が
頒
発
す
る
状
況
で
入
院
同

の
体
制
聾
備
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
?
九

答
弁
:
医
療
機
関
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
医
療
体
制
が
.

ひ
っ
迫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
医
や
協
力
医
療
機
関

と
協
議
し
て
、
介
護
施
設
内
で
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

最
近
の
傾
向
で
は
、
感
染
者
を
入
院
や
個
室
管
理
な
ど

で
行
動
制
限
す
る
こ
と
が
致
死
率
悪
化
の
要
因
と
な
る
と

の
指
摘
も
あ
る
こ
と
か
ら
医
療
機
関
へ
の
入
院
は
勧
め
て

、

E

、
。

b
・

z
b

介
種
保
険
の
改
悪
中
止
を
!

質
問
:
現
在
、
厚
労
省
の
社
会
保
障
陣
審
議
会
で
は
、
利
用
料

の
2

倍
化
、
要
介
畿
1
、

2

の
保
険
給
付
は
ず
し
な
ど
『
史

上
級
悪
』
と
言
わ
れ
る
介
護
保
険
の
改
定
案
が
審
議
さ
れ
・

て
お
り
、
田
山
市
と
し
て
こ
れ
に
反
対
す
る
声
を
政
府
に

届
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁
:
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
す
る
方
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
国

に
お
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て

い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る

の
で
、
審
議
の
動
向
を
注
視

し
的
確
に
対
応
レ
て
い
く
。



• • 
(2) 

学
校
司
書
の
待
遇
に
つ
い
て

質
問
:
郡
山
市
と
市
民
が
共
同
で
作
り
あ
げ
て
き

た
学
校
司
書
の
全
校
配
置
と
い
う
他
市
に
祷
れ

る
現
状
を
後
退
さ
せ
な
い
努
力
が
必
要
で
は
な

い
か
?

答
弁
:
ど
の
学
校
に
お
い
て
も
質
の
高
い
図
書
館

運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
全
校
に
お
い
て
学
校

司
書
が
そ
の
役
割
を
発
揮
で
き
る
よ
う
配
置
し

て
い
く
。

質
問
:
将
来
的
に
交
付
税
措
置
が
1

校
1
人
配
置

に
な
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
可
能
な
限
り
常
勤

の
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
雇
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
?

答
弁
:
学
校
司
書
の
業
務
内
容
調
査
結
果
や
、
学

校
図
書
館
法
、
学
校
図
書

i

館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
社
.
唱

S
E

会
変
化
に
伴
う
新
し
い

E
星
空
・
J
同

教
育
へ
の
対
応
、
学
校
ふ
きl

図
書
館
の
D
X

等
を
総
聞l
d
p
ド
同

合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
つ
'
t
目
句
金

必
要
な
業
務
内
容
を
精

a
-
i

査
し
、
雇
用
条
件
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
で
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
置
を
最
優
先
に

市譜会だより

質
問
:
デ
ジ
タ
ル
化
の
狙
い
は
、
地
方
自
治
体
な

ど
が
持
つ
住
民
の
信
人
情
報
を
国
が
一
元
管
理

し
こ
れ
を
国
や
大
企
業
が
活
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
点
に
あ
り
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守

る
仕
組
み
を
ど
う
制
度
化
す
る
か
は
、
デ
ジ
タ

ル
先
進
国
で
は
当
然
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
場
合
、
令
和3
年
改
正
の
『
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
」
で
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
謹
の
観
点
が
欠
落
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
守
(
現
在
の
市
の
条
例
で
は
、
住

民
の
立
場
か
ら
『
情
報
の
削
除
』
『
情
報
提
供

の
中
止
」
「
自
己
情
報
の
開
示
』
な
ど
鰭
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
寵
述
が
あ
る
)

答
弁
:
個
人
情
報
の
目
的
外
使
用
の
制
限
、
安
全

管
理
措
置
、
第
三
者
へ
の
提
供
の
制
限
、
自
己

情
報
の
開
示
、
利
用
停
止
な
ど
、
行
政
機
関
の

取
り
扱
い
上
の
義
務
を
定
め
で
い
る
。
ま
た
、

制
度
運
用
を
監
督
・
監
視
す
る
個
人
情
報
保
護

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

質
問
:
こ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
狙
い
と
現
状
に
、

市
民
が
マ
イ
ナ
ン
凡

l
カ
1
ド
の
取
得
に
不
安

や
疑
問
を
感
じ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
少
な
く

と
も
行
政
が
カ
l

ド
の
取
得
を
強
制
す
べ
き
で

は
な
い
。

答
弁
:
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
で
「
申
請
に
よ
る
交
付
」

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
取
得
を
強
制
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
、
市
民
の
皆
様
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
際
も
説
明
し
て
い
る
。

イ
オ
ン
郡
山
フ
ェ
ス
タ
店
の
営
業
中
止

に
つ
い
て

質
問
:
来
年
か
ら
3

年
問
、
田
和
田
の
ア
ン
ヨ
ツ

ピ
ン
グ
モ
l

ル
フ
ヱ
ス
タ
」
が
改
修
工
事
に
入
り

2022年12月

ヌ
エ
ス
タ
で
働
く
1
0
0
0

人
以
上
の
仕
事
が

な
く
な
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
、

テ
ナ
ン
ト
や
従
業
員
に
配
慮
し
た
対
策
を
と
る

よ
う
、
フ
ェ
ス
タ
本
部
に
要
望
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
?

答
弁
・
イ
オ
ン
側
に
対
し
、
可
能
な
限
り
地
元
テ

ナ
ン
ト
の
要
望
へ
の
配
慮
な
ど
、
き
め
細
や
か

な
対
応
を
お
願
い
し
て
き
た
。
今
後
も
関
係
機

関
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
資
金
的
な
支
援

も
含
め
必
要
な
支
援
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

就
労
に
つ
い
て
は
郡
山
公
共
職
業
安
定
所
等
を

核
と
し
て
、
求
人
情
報
の
提
供
な
ど
き
め
細
や

か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
触
媒
と
し
て
役
割
も

果
た
し
て
い
く
。

高
橋
善
治
市
磁
の
市
政
一
般
質
岡

市
民
生
活
応
援
の
施
策
を

コ
ロ
ナ
線
、
物
価
高
騰
の
さ
な
か
、
市
'
民
生
活
応
媛

の
施
策
は
自
治
体
の
重
要
銀
題
で
す
。

①
学
校
給
食
、
来
年
度
も
負
担
軽
減
の
継
続
を

質
門
:
緩
務
教
育
無
償
の
原
則
と
子
育
て
支
援
の

重
要
性
か
ら
来
年
度
以
降
無
償
化
を
含
む
負
担

軽
減
策
を
実
施
す
べ
き
だ
。

答
弁
:
市
議
会
で
無
償
化
の
請
願
が
採
択
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
給
食
費
を
公
費
で
負
担
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
持
続

可
能
な
公
費
負
担
の
在
り
方
な
ど
を
調
査
研
究

し
て
い
る
。

②
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
を
現
物
給

付
に

質
問
:
病
院
窓
口
で
の
支
払
い
が
重
い
負
漫
に
な

っ
て
い
る
。
子
ど
も
医
療
費
の
よ
う
な
窓
骨
負

担
の
な
い
制
度
に
早
急
に
改
善
す
べ
き
。

答
弁
:
窓
口
負
担
の
な
い
現
物
給
付
に
す
る
と
国

の
交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
あ

る
。
こ
れ
を
冷
め
る
よ
う
固
に
要
請
す
る
と
と

も
に
負
担
軽
減
が
必
要
と
認
織
し
て
い
る
の
で

関
係
部
局
と
協
議
し
て
い
る
。

③
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
を
園
に
求
め
よ

質
問
:
売
り
上
げ
1
0
0
0

万
円
以
下
の
事
業
者

も
年
間
ω
数
万
円
の
消
費
税
負
担
と
複
雑
な
納

税
実
務
を
背
負
う
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
=
陵
、

中
止
す
る
よ
う
に
固
に
意
見
を
ス
ク
.
、

あ
げ
る
べ
き
。
一
も
園
、
ノ

答
弁
:
市
に
直
接
的
な
反
対
意
見
川
乱

F
E

は
届
い
て
い
な
い
、

j
点
・
圃

ま
た
、
消
費
税
制
度
の
長
期
、
副
首
、

的
な
視
点
に
鑑
み
て
も
イ
ン
ボ
、
タ
何

t
き

イ
ス
導
入
は
適
当
で
あ
る
と
考

H
F司
ぷ
宮

、
え
る
。

中
核
市
の
中
で
排
出
量
が
一
番
多
い

わ
が
市
の
ご
み
問
題
に
つ
い
て

質
問

:
2
0
2
7

年
度
ま
で
に
計
画
通
り
一
人
当

た
り
の
ご
み
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た

場
合
の
効
果
は

答
弁
:
2
0
2
0

年
の
実
績
で
推
計
す
る
と
二
鮫

化
炭
素
排

で
1

億
9

一

質
問
・
わ
が

減
少
傾
向

対
応
し
よ
一

答
弁
:
ご
み

%
資
源
物

リ
サ
イ
ク

鹿
史
情

共
産
党

文
書
館
的

在
の
計
画

分
で
な
く

立
体
駐
車

も
と
急
い

要
は
な
い

か
L

建
物

史
情
報
公

の
に
す
る

質
問
:
公

な
ど
専

な
の
か

置
は
。

答
弁
r
:
採

文
書
等

v
も
ら
う

質
問
・
歴

答
弁
:
学

る
P

※
7
l

キ

等
の
調
査

く垣市制が…となった舗rllctfJtR吾主〉
賭願書名 採択の結果

非核三原則の堅持を国に求める意見書の提出についての鯖願 不採択質成11人反対21人

非核三原則の堅持および核兵器廃絶に向けて役割を果たすニ
不採択賛成11人反対21人

とを求める意見書提出の請願

敵基地攻撃能力を有する軍備噌強を行わず、外交による平和 /ー

実現を求める意見書提出の請願 不採択賛成7人反ー対25人

ミニマム・アクセ'ス米の削減・中止など運用を改め、生産費
不探択養成7入反対25人を償う価格下支えを求める絹願

第9期介護保険制度改正に関する意見書の侵出を求める鰭願書 不採択賛成9人反対23人

小中学校の給食無料祉を求める意見書提出についての請願 銀択賛成20;/\' 反対12人、



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 草案者

会派名 建野 J 

高橋善治面
日本共産党郡山市議団

I 

区 分 事 由 ，費 回 金 額 ィ、群

交通費 旅費

1 調査研究1 費 自動草燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料『

会場費。 講師鮒金

出席者負担金・会費 -交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費
、 1 

振込料
、

• 会場費 交通費一

" 自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

送料(折込料含む}
ウェプページ

, 掲載代

茶菓子代 振込料 〆

会場費 交通費

4 広 聴費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料
、

交通費 旅費

要請活 ・
5 陳情 動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料
l〆

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

振込料• 、

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

録込料筆耕料
、

, 法規追録代 参考図書代 (-

資料購入費季刊自治と分権購入費 購新読開料。(日刊紙) 雑露等購読料 2, 000 2000 
有料データペ]ス 一，

等利用料 {振込料

賃金 社会保険料等
91)に 件 費

援込料

備品購入費 事リ震ー覆ス悪代事 ・
10 事務。所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

t 

'電話料等(按分)
通信運搬・

郵便料等
11 
自動車燃料費 自(按動車分燃)料費 その他

吋V

支出年月日 2022年12月 28 日 現支金出出者納簿
番号 ¥"2. 合計 2, 000 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
支出番号 .1 2 

r 
Fー『田町』ー

区 分 ※該当する区分にO印

広聴費、

費目名

1 調査研究費

5 要請・陳情活動費

務所費

2 研修費 I: 3 広報費 1 4
6 会議費 17' 資料作成費|③
1I 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)

資料購入費 ‘
購
、

等
，
記

誌
日雑
時
〔
支

支曲目的'

(支出事由)
季刊分権と自治購入費 !、

〆

季刊分権と自治 2 冊購入費の支払い

内容

支出年月日 支 出 先 F 支出金額
』

2022日月初日|郡山市職員労骨平合 20 ・O~O 円

上記の ε おり支出します。

議員氏名 高橋

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

.※欄内に貼付できない場合は、男Ij記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。
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知識と勇気を携えて、恐れず一歩を:市民による市民のための政治を、しい、消古か、に市民の
踏み出そう。希望は私たち自身だ。カで実現するのが、その知恵がこの一冊に l

・発掘された手記が諮る務時下メディアの実相

沖 m齢~~金田陛b. .1. 局、争品川~ I=t 
~僻i ・\ lJtliF屯里U、り庇lJlS，1回
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ー一-e誌渡辺、考(NHK 沖縄放送局チーフディレクター) :著敗戦ま・で沖縄放送局長だっ

た岩崎命吉が残した手記を軸に、情報戦を担ぃ、ついには日本軍と一体化
していくメディアの実相にせまる。 46判・ 1980同

機.
金平m紀害ん‘

(ジャーナリストJ

一一・36年間、・患者を診つづけてきた医師カ寝る真実 十 .1.&1..-_ 

{水俣病と医学の責任|ぷ元部)
:隠されてきたメチル水銀中毒症の真実♂ l 柳図邦男品{作家)
円高岡滋<*俣市宅協立ケ 1):= ック院長〕事苦 慮者たちの困難は医学者の不作.
ーーが生み出したも.のだった。水俣病に関わった専門家の誤りをただし、水俣
病医学の空白を埋める。 4.6判・ 2970円

ISBN978・4・272-79190・3

C0331 ￥1000E 

定価 1100円(税10%)

大月書店



別記第 1 号様式 I 支出調書
代表者 a 経理責任者 起案者

会派名
毎参 [議 高橋善導

日本共産主主郡山市議団
区 分 事 ‘ 1 由 費 目 金 額 小計

交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃科費 資料作成費

調査委託費 振込料

、 会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修。費 旅費 自動車燃料養

資料作成費 、食糧費
1 

振込料

• , 
会場費 ~通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 J 広報誌(紙) 報告書等印霜1贋

送料(折込料含む)
ウzプペジ
掲載代 、

茶菓子代 振込料
t 

市民アンケート用紙返
会場費 交通事官 一、 J

4 広 聴 費 信用封筒、用紙と封筒 自動車燃料費 資料作成費 999, 570 999570 
セット、配布費用 茶菓子代 振込料

交通費 旅費
~ 

要請・
自動車燃料費 資料作成費5 陳情活動費 t 

振込料

会場費 変通費

6 会 I 議 費 自動車燃料費 資料作成費、

• 振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

書官耕料 振込料 I

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 購新読聞料(日刊紙J 雑誌等購読料
j 

等有利料デ用ー料タベース 鍍込料

賃金 社会保険料等 τ
9 人 件 i 費

振込料

備品購ス費 事リ務ー機只代器等

事務所費 消耗品等事務費
』

10 印刷代

振込料 配送手数料一

通自 信運搬・
包括料等(按分) 郵便料等

11 
動車燃料費 自(動按分車燃)料費¥ ) その他

支出年月日 2023年2月 25 日 現金出納簿 13 合計' 999;'570 '支出番号

一一

¥ 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
支出番号 i き

区 分 ※該当する区分にO印 費 自名

1 調査研究費 2 研修費 3 広報費 ④広聴費

強ま匝刷費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費 資料作成費

務所費 '1 1 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

市民アンケ}ト 7 万枚を各戸に配布する
支出目的

(支出事由)
-

‘ 市民アンケート実施に必要なアンケート用紙、返信用封筒の印

廿山
刷とセットおよび各戸配布の費用

内 , 、

支出年月日 支出先

2023 年 2 月 25 日 有限会社郡山共同印刷
¥ 

上記のとおり支出します。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

ー\

r 

議員氏名

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

支出金額

999， 570 円

高橋普治金

※欄内に貼付できない場合は、別記第 lf 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



整等書収領

別記第11号様式

ヨ主主
ヌI寸理

|鰍書…内訳明細書等貼付

J 書求告主主込
回目 H

間
印

綿
一
周

賊
共

闘
山f

内
閣
蜘

均
一
有
会
制

No. 日

様恥:

月 rt

、

五

? 
2堅」

品本美受愛郡山手議Æ\
l、下記のとおり御請求申し上げます

202ヨ年

む

"'1i' • r戸司、r

t‘・

母

メ』
u 

-7 

仁\!

コウヨウー333

一一一一~ """ ,""‘ 

F J""_ 、u ，ニζぷ止ニ丘三ιと込ヰょ

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

一一一一一一一一

二;込ι~訳三三--; ，→ τ; 

一，.乳;:;f金三ー

二.~F現:子三三三..、

;γ 芽.. .考'.:."三~，-;，: ";三:三三三-

,;; '; ;1~蹴持C;%Iiir:ci'¥. ..三三二
.一切蹴時(;船三::;:J2 三;じ:ー

• 



市民アンケートにご協力をお願いします

日本共産党郡山市議団は、皆さんの願いを市政に反映し、より住みやすい郡山市にし i
ていくため 2年に 1 度{市民アンケートj に取り組んでいます。 : 
日々の暮らしをとおして感じている市政への要求や意見などをお聞かせいただきたい;
と思います。ご記入いただいたアンケート用紙は 3月31 日までに添付いたしました封
筒(切手不要)に入れて投函くださるようお願いいたします。 2023年2月

日本共産党郡山市議団

岡田哲夫 高橋善治

包一一一一一τ ft.E・E・.

1. 最近の暮しの状態はいかが、ですか。( 1うだけOをつけてください)

1 .よい 2. まあまあ 3. 少し苦しし1 4. とても苦しい

ご意見があればご記入ください

<

2. 設問1 で3~4とお答えの方にお聞きします。原因としてどのような理由が
考えられますか。(複数回答可)

1.新型コロナ感染症の影響 、2. 賃金や年金の減少 3. 物価の高騰

4. 医療や介護にかかわる費用負担の増加 5. 教育費の増加
6. その他(

ご意見があればご記入ください

_3. 郡山市政の重点政策として何が必要と思いますかo (複数回答可)

1 .物価高騰対策 2. 新型コロナ感染症対策 3. 地震や洪水などの災害対策

4. 子育て支援 5. 高齢者支援 6. 障がい者支援

7. 中小零細事業者(農業含む)支援 8. 企業誘致
9. 再生可能エネルギーの活用促進 1 o. ごみ減量を含む環境政策

1 1.医療介護体制の充実 1 2. 核兵器廃絶などの平和政策の充実

1 3. その他〈
ご意見があればご記入ください

( ) 

4. 物価高騰対策として必要なことは何だと思いますか。(複数回答可)

1 .生活資金の給付 2. 消費税の引き下げ 3. 賃金、年金の引き上げ
4. 中小零細事業者(農業を含む〉への支援 、 5. 経済弱者への支援強化
6. 医療や介護、子育てにかかわる費用負担の軽減 ¥ 

7. その他(
ご意見があればご記入ください

( ) 



'e 

5. 新型コロナ感染症対策として何が必要と思いますかo ，(複数回答可)

1.感染状況やワクチンに関する情報提供の強化 2. 治療薬の開発普及
3. 医療、介護、子育て施設等の現場に対する支援の強化

4. 検査、治療の拡充と無料継続

,5. 2 類相当から 5類相当(インフルエンザ並みの扱い)へ変更
6. その他〈

ご意見があればご記入ください

( ) 

6. 郡山市の子育て支援策として何が必要と思いますか。(複数回答可)

1.結婚希望者の出会い支援拡充 '" 2. 新婚家庭への家賃等の経済支援拡充

3. 保育料の全年齢無料化 4. 障がい児療育体制の充実
5. 学校給食費の無償化 6. 遠距離通学高校生への交通費支援
7. 大学専門学校生等の返済不要の奨学金新設

8. その他(

ご意見があればご記入ください

( 

7. 高齢者支援策として何カぜ必要と思いますか。(複数回答可)

守 1 .国民年金でも入所できる高齢者・介護施設

2. 現在75歳以上に限定されているパス・タクシ一利用券を'70歳以上にする

3. 高齢者路線パス無料制度の実施 4. デマンドタクシー制度の改善・充実

5. 補聴器購入費助成制度の創設 6. 70歳以上でも希望すれば働ける場の創設

7~ その他(
ご意見があればご記入ください

( ) 

8. 郡山市政や議員活動についてご意見、ご要望がございましたらお聞かせ
ください。

あなたの年代は (0をお付けください〉

10歳来満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上

ご協力ありがとうございました。

アンケートのまとめ(冊子、無料)を必要とされる方はお届け先をご記入ください。

お名前 ご住所 電話

※個人情報の取り扱いには十分に注意します。
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別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 高橋善t轟隼「 者参
、

日本共産党郡山市議団
区 分 事 由

~ , 費 目 金 額 ノj、計

J 交通費 旅費
L J 

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

'爾査委託費 振込料

会場費 講師謝金

別席者負担金・会費. 交通費\

2 研 修 費 旅費 告動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料
ー

• 会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費
/ 

、

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費, 

送料(鋳込料含む) 〆
掲ヴ載ェ代プJふ吋ジ

" 
茶菓子代 振込料

, 会場費 交通費
f 

4 広 臆 費， 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 援込料

交通費 旅費

要脅・
5 陳情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料
、

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

r 振込料
, 

一• 印刷製本費 翻訳料
T 資料作成費

、之

筆耕料 援込料

者管i 幕毒
法規追録代 参考図書代

8 資料購入費
新聞(日刊紙) 雑誌等購読料 ('L,L1A 購読料

員義稜斜 有料データベ『ス
振込料 ♀ど及P等利用料

賃盆 社会保険料等
人 /件 費

振込料f 

備品購入費 事リ務ー被ス覆代等
. 

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料、 配送手数料
一戸

通動信車運燃鍛料 ・
包括料;等{按分) 郵便料等

11 
自費 自{按動分車燃)料費

、

その他
/ 

支出年月日
現金出納簿

合計 F 8, 568 
、2.D之ろ年ヲ日 19B' 支出番号 /戸



• 

• 

別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

茎出番1号 /μ , 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 2 研修費 3 広報費 4 広聴費 誌等購場員長基調し
S 要請・陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 ③資料購入費 (雑 ) 
--句、

働事務所費 . 1 -1 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目 記

支出目的
週刊新聞農民購読料

(支出事由)

‘ ーム

週刊:新聞農民 2022年度分購読料の支払い

内 廿H唖 , 

支出年月日 支 出 先 支出金額
、

F 

2022 年 1~ 月 26 日 がム宍乙宏監反主ノ 85"68 円

上記のとおり支出します。 、

高橋善命働

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

・6
、

議員氏名

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないよろに貼付してください。
※欄内に貼f寸できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。



別記第11号様式

領収書等整理票

「7 …請求主

下記の通りご請求申し上げます。

i ご請求金額

• 

202.，ユ年 i三月 (0 日

日本共産党郡山市議団様

nヨa
ι守

方
郡
白

拘
也a
e
m
w
m

，
+
.
，

n
U

「1

山
門
叶
J

郡
刊
国

半8 ， 568-

日付 内 訳 数量 単位 単価 金額 備考

新聞「農民」 . 

2022年4月 .......2023年3月 12 ヵ月 714 8,568 

合計 8,568 

同封の郵便局振込用紙でお振込みいただくか、下記口座にお振込みくださしく。

郡山信用金庫東支店普通 1 088 1 1 7. ~福島さくら農協中田支店普通000.459'9

一一一一一一一一-.- *-- . "'ー・・ , 

• 領 -会費は当月分を10日までに支部会計へ!!

No 

タ均年 β 月21 日

収 書

サ
円
円
円
円

h
μ
 

v
n
C
司
ノ

岬
潟

ハ
リ
ー

/
M

分
分
月
月

d
 

，

h婿

持
U
一h

A叫
ん'
2

費

一一一一一~ 一一一 、 ....J...ゐ

一一一一一一ーー一一一一一ー一一一一一一ー

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。



別記第 1 号様式 支出'調書
、

代表者 経理責任者. 起案者

会派名
‘ J 

曾包本咲長時議i市議詮 議 ?言聡義諸 告語、FV 、L 

区・分 事 由 費 目 金 額 小許
‘ , 

、
交通費 旅費 , 

'〆

1 調査研究費 自動車燃料費. 資料作成費
ミ

調査委託費 振込料 合、

'c 

会場費 講師謝金 / , 

出席者負担金・会資 交通費 . 
2 緋。修 旅費 自動車燃料費

J 

費 、

‘資料作成費 食糧費. 
可

振iヰ料
、

会場費 交通費
ι • • . 

自動車燃料費 資料作成費

3 広 F 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

送料(折込斜含む) ウ掲載ェ代プベ ジ
、

茶菓子代 振込料
，、

、

1 会場費 交通費

4 広ー 聴 費 自動車燃料費 I 資料作成費
. 

、
" 

茶菓子代 i 振込料

民 交通費 旅費 、

、

露;lJ 自動車燃料費 資料作成費
替動資

、

1-・ 1・~
戸、 l 振込料

-盟A ‘ ‘守'r.?~. r' 

会場費 交通費,. 

6 会 議 a 費
a 自動車燃料費 資料作成費

• 振込料
一戸

印刷製本費 ‘翻訳料
7 資.料作成費

筆耕料
、

振込料
t !、

町 l

参考図書代
」

昼可棒、心読Iず料')..J... 
法規追録代 .. . 

8 資料購入費 新購続聞料(日刊紙) 雑誌等購読料 土oov ・-、

有料データベース 振込料 ふoo iJー、内、=...:. .!:.... 等利用料

ーノ 賃金 社会保険料等 L 

9 人 千牛 . 費
援込料

、
、

備品購入費 7ごス代
f、

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

J 振込料 配送手数料 , 

通a動信車運燃i 搬料. 
電話料等(按分) 郵便料等

11自費 (自。(按動寧分燃}料費 その他
、

支出年月日 ，乙02 る年 3 月 \0 [:f 
現支金E出納簿
出番号 ン三一 合'計 ♀ooD 

-:?-. 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

、

※該当する区分に0印

4 広聴費

資料購À費

支品番号タピー

費目名・区分

1 調査研究費 '.2 研修費 1 3 広報費
5 賭・麟糊費 1'6 会 t 議費 1 7 資料作成費
10 事務所費 ¥'11 通信運搬も拍車燃料費(搬料等)

雑煮浮錯裁まι

的
)
由

国
事

出
出

支
(

内ー '*' 
-'f:I・

• 
乙0 1:，"2-

上記のとおり支出 Lます。

|領収書問科会内訳明細書需品付欄

支出金額

δρρρ 円

./.:?、

議員~~ (~ 

、a ', 
-' 

支出年月白

ーーーー.._------・---_.ー・ーーーーー』一 一ーー町一._--一一一ーー町一一一一色白目白白一一一一一一一一 一一一一一+一一ーーーーー ー司吋・ー..-_.“一-----一白ーー・ .-._----ー ーーリーーーーーーーーーーーー一 ーーーー一一ーーー"・・ー・・.---.“・・・・・・・・ー・ー・ーー ー ー ・ー・ー---・・---

領収書
. 日本共産党郡山市議団様

郡山市朝日町 1・23-7 郡山市役所内

事3 ， 000 円

但し 原発問題住民運動全国連絡センタ~rげんばっ」紙購読料 2022年 4 月 '"'"'2023 年

3 月までとして上記金額を 2022/6/6 1Eに領収いたしました。
ありがとうございました。 2022 年 6 月 19 日 原

発
問
題

住
民
運
動

全
国
遼
絡

セ
ン
タ
ー

原発問題住民運動全国連絡センター
〒 101-0061
千代田区神田三崎町 2・ 11・ 13 MMピルE
TEL.03・5215・0577 FAX.03・5215・0578

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないようじ貼千守してください。
※欄内に貼付できない場省は、別.記第 11 号様式「領収書等整理票J ，;:::.貼村してください。・



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 l 起案者

、

会派名 種 C参 高橋善博協、日本共産党郡山市議団
‘ー

区ー分 事 由 費 目 金 r 額 小計
『降〆

交通費 1 旅費'
ノ

、

l 調査研究費
、

自動車燃料費 i 1 資料作成費

調査委託費 振込料

L 
会場費 講師謝金、

出席者負担金・会費 交通費

2 研ー修 費 旅費 自動車燃料費
、、

資料作成費 食椙費
F 

振込料

• 会場費 交通費

自動車燃科費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

送料{折込料含む) 掲ウ載ェ代プペ ジ
¥ 

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 ー費 、 自動車燃料費 資料作成費

<
茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要請・
5 陳情活動費 自動車燃料費 r 資料作成費

援込料
ー， 、

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

• 振込料 l

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

1 
筆事件特 綬込料

法規追録代 参考図書代
J 

8 資料購入費 点字民報購読料 新聞(日刊紙)
雑誌等購読料 1, 400 1713 購読料

有料データベース 振込料 313 等利用料

賃金 社会保険料等
9 人 件、費

振込料
J 

備品購入費 |事リ務ー機ス器代等

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

J 振込料 配送手数料

通信運搬・
電話料等(按分) 郵便料等

11 
自動車燃料費 自(按動車分燃)料費 その他

1 

支出年月日 現支金出出番納号簿 {ゐ 合計 1,713 
l乙Q-~~ 主;守向lJ2 Q、 i

L一一ー



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
支出番号 lゐ

区』 分 ※該当する区分にO印 費 目 名
、『

1 調査研究費 1 2 研修費 13 広 報成費費 I (4 広資料聴購入費費
5 要請・陳情活動費 6 会議費l2 資料作 雑誌等購読料
一 、

10 事務所費 1 1 I 通信運搬?自動車燃料費(郵便料等) 支出費買を記入

\ノ

支出目的
点字民報購読『

(支出事由} I! 
一一樹

2 02 2 年 4 月から 2 02 3 年3 月までの購読料
一

内 令~

• 支出年月自 支

2022年 一般社団法人

6月 6 日 害者協議会

上記のとおり支出します。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

振替払込請求書兼受領証

• |記
載
事
項
を

町冒正

し

場
合

そ
・ 10コ
箇
所

言I
正
印
を
押
し
て

仁1

!杢
言己
号
番
号

君入

{fr: 

額

、，‘向

」

依

車貢

人

|料{fr: ¥ 

備

諸民

ザ 51O! O! 1 i 2: 0 
.・，

* 
7: 9: 0 9: 0: 3 

議・

点字民報

千 :8 十!万;千 百;十!円
※; f :1 4~O!O 
おなまえ
楽、

日本共産党郡山市議 様
団|
(消費税込み) 日附印

313円 04-06-06 
郡山
市役所内
郵便局

主 l考硯宣払I \öど44b ), 
T位書 A .... "、，、， ，.・ 1

出 先

全日本視覚障

議員氏名

¥ 

C-, I IιlN94150006 
loh扇町了間こ保管してください'。 i 注、量ならないように貼付してください。

支 d 出金額巴

1 400 円

高橋善治 J議

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。

、



• 

日本共産党郡山市議団様

2022年3月 10日

一般社団法人全日本視覚障害者協議会

代表理事山域完治

点字民報購読料のお支払いについてくお願い〉

「点字民報」をご購読いだだきまして、ほんとうにありがとうございます。

2022年度 (2022年4用--2023年3用〉ち引き続き事ご購読をよう

レくお願いします。

2022年度の購読料は下記の通りです。

なお、 2022年度からは、活字版のみ消費税を含む価格となります。

12022 年度麓読料】

購読誌名 用単価 年単価 部数 請求額 摘要

月刊・点字版 1.80Q用 丹、

月刊・ DAISY版 1 ，800月 円

月刊・活字版 600円 600円 消費税含む

増刊・点字飯 オ .600伺 伺

壇刊・ DAISY版 1.600円 円

増刊・活字版 800円 800円 消費税含む

計 d 1.400円

. お支払い頂く購読料の額 1.400 円

振込先は、同封の郵便振替用紙でお願いレます。

加入者:点字民報、口座番号: 00120 -'5 -790903 

〒 170-0003

東京都豊島区駒込1 ・ 19・15 直枝ビル

電話: 03・6912・2541' FAX: 03・6912・2540

「点字民報」担当

3 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

区7 分. ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 2 研修費 3 広報費 4 広聴費
/』、-朝明縄問-・-町鈴網"・._-・m輔副凶闘"舗由-“時ーー司閑咽- -'-伊司 曲目耐由-'---・一・ω---叩明田-舗叩ト通一一両五五5 要請・陳情清動費 6 会議費 7 資料作成費 振 込 料

¥ 

通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)
、

10 事務所費 1 1 支出費目を記入

‘ 

支出目的 --

(支出事由) , 
点字民報購読代金の振り込み
ト~一一一一 -勾品司甲山戸一一『 ，一、._---_.- 一一一

〆

l 、

購読代金 1400 円を振り込むため
トー一一一蜘一一ー .. 一一 町一 ぺ

内 容}
>

トー一一一一一一-
、，

支出年月日 支 出 先 支出金額

2022年
郡山市役所内郵便局 J 

313 円
6月 6 日

主記のとおり支出します。 F 

ど 高橋善治(勢議員氏名

iも支出番号

• 

) , 

, 
|縄印章雨明魁ゐ点車問細書隼目上抗楓 m

振替払込請求書兼受領証

大
』

だノ
\て1

レ付トロ同只

3
V
 

さ
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沼
顕
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日
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計
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-
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エ
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様
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合
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什
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〈
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t
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d
l
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寸
十
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長
一
附
帰
ー
ー
羽
田
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山
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l
，

Z
T
竺
1
2
J

二
日
記
山
役
便
印
刷
同
町
一

I，
い
わ
・
ム
ヲ
グ
蹴

d
g
m
郵
伺
m
z
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丁
上
山
市
汗
T
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回
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-
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民
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点
古
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円
!
付
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図
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一
脳
一
細
川
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則
自
引
開
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閉
ほ
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凶
閣
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納

記
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場
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だ
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い
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日本共産党郡山市議団様

2022 年3月 10包

一般社団法人全日本視覚障害者協議会

代表理事山城完治

点字民報購読料のお支払いについてくお願い〉

「点字民報J をご購読し1ただきまして、ほんとうにありがとうございます。

2022年度 (2022年4思""'2023年3局〉ち引き続き，ご購読をよる

レくお願いします。
2022年度の購読料は下記の通りです。

. なお、 2022年度からは、活字版のみ消費税を含む価格となります。
F 

I2022 年度購読料】

購読誌名 月単価 年単価 部数 請求額 摘要

月刊・点字版 1 ，800同 円

月刊・ DAISY版 1 ，800円 同

月刊・活字版 600円 600円 消費税含む

士曽刊・点字板 1 ，'600伺 伺

増刊・ DAISY版 1 ，600円 同

増刊・活字版 800月 800円 消費税含む

1 ，400円
t 

• お支払い頂く購読料の額 1.400 円

振込先は、同封の郵便振替用紙でお願いレます。

加入者:点字民報、口座番号: 00120 ・ 5 ・ 790903

千 j70-0003

東京都豊島区駒込1 ・ 19・15 直枝ピル

電話 :03"6912・2541 FAX: 03・6912・2540

「点字民報J 担当・・・・・

3 



別記第 1・号様式 支出調書

¥ 
代表者 経理責伍者 起案者，

会派名 轡 G事 高橋善治6
日本共産党郡山市議団 / 

区 分 事 由 費 目ー・ 金 額 小計

交通費 旅費
J 

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料, 

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 、， 自動車燃料費
, 

資料作成費 食糧費

振込料

• 会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費
j 

3 広 報 費 広報誌{紙) 報告書等印刷費

送料(折込料含む〉
ウ土プページ
掲載代

1 
茶菓予代 援ì2:，;料

会場費
, 

交通費
4〆

4 広 耳嵐 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要 請活5 陳情 動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料
I 

1 、

会場費 i 交通費
J 

6 会 議 費 、 /自動車燃料費 資料作成費

• 振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料

法規i直録代 参考図書代

8 資料購入費 全国農業新聞購読料 購新読聞料(日刊紙) 雑誌等檎続料 8, 400 8400 

有等料弟jデ風ー料タベース 振込料

賃金 社会保険料等
9 人 イ牛 費

s 

振込料

備品購入費 事リ務}機ス器代等

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代
{、「

、 振込料 配送手数料
J 

電話料等(綾分)
通信助草運燃搬料 ・

郵便料等 , 
11 
自動 費 自(按動車分燃)料費 その他

支出年舟日 2023年戸月 14 日 現金出納簿
17 合計 8, 400 支出番号



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
支出番号 Fア，

区 分 ※該当する区分にO印 費 目'名

L 調査研究費 2 研修費 3 広報費 4 広聴費

雑誌等購読号室5 、要請・陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 ③ 資料購入費

働事務所費
匂ぞ

1 1 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等} 支出費目を記入
、

|、心'B?
全国農業新聞購読 t , 

支ー出自的 一
(支出事由)

全国農業新聞購読費 2022 年 4 月から 2023 年 3 月分までを支払

った f 

• 内 容

、

支出年月日 支 出 先 支出金額

郡山市全国農業新聞普及連絡 ' 

.2023 年 3 月 14 日 840'0円
口

L2d3』C • 

上記のとおり支出します。

高橋善治⑧f 

議員氏名

占領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

No. 

• 領収書

f 
令和 5 年 J 月ゆ日

日本共産党郡山市議団
様

￥ 8， 400 

但し全国農業新聞購読料( ..R4.4 ;;...; R5.3 ) として
.@700円 X 12 月 8;400 円

上記金額正に受領いたしました。

郡山市全国農業新聞普及連絡会

代表

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付しでください。



別記第 1 号様式 支 出調 書
代表者 経理責任者 J 起案者

会派名 宅参 @; f 高橋誉可会思
日本共産党郡山市議団

J 

区 分 事 由 費 目 金 額-
、

小計

交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

a‘ 
調査委託費 援込料

，・

会場費 講師謝金

J 出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料

• 会場発 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) , -報告書等印刷費

送料(折込料含む) 掲ワ載ェ代プペ ジ

茶菓子代 援込料
t 

会場費 交通費, 

41J:t' 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要請・
5 陳情活動費 ー自動掌燃料費 資料作成費

振込料

t 

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費
ノ

振込料
¥ • 印刷製本費 翻訳料

7 資料作成費
ヘ

筆耕料 援込料r

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費月刊「住民と自治J 購読 購新読聞料(日刊紙) 雑誌等購読料 14;160 14160 料:
有料データベース

振込料等利用料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料

L 
備品購入費 l事リ務ー機ス舞伏等

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料
。ノ、

配送手数料

通動信車運燃搬料 ・
電話料等(依分) 郵便料等

11 
自費 自i按動車分燃)料費 その他

ー，

、支出年月日 2023年3)3 14 日 現支金出出番納号簿 18 合計 14, 160 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
, 

支出番号~

区 分 ※該当する区分にO印 費 自 名

1 調査研究費 2. 研修費 3 広報費 益広聴費
料J

5 要請・陣情活動費 6 会議費 7 資料作成費 ③ 資料購入費 雑誌等購噂
草委r事務所費 1 1 通信運搬・・自動車燃料費(郵便料等>"

4 、

支出費目を記入

時.t::-~

;・月刊「住民と自治J 購読代金 2 冊分の支払い
J 

支ー出目的 一回

(支出事由)
色

ー・

月刊「住民と自治J Z022 年生月から 2023 年 3 月号までの購読代|
金 2 冊分

、

内 容
' , 

ー一

支出年月日 支 出 先 支出金 a 額

2023 年 3 月 14 日 福島自治体問題研究所
Y 

14 1-60 円
口 , 

'-" 

上記のとおり支出じます。守

高橋善運参議員氏名

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理累J Iと貼付してください。



~022年4月1 日発行(毎月1 日)D巻708号/昭和38年10月10日第3種郵便物認可 21世飽を地方自治の時代

ミム
ノロ 2ロ22. APR. 

JUMIN T ロ...1 1 ロ H I M ロ NTH LY  

G浄水道の広域化・民営化と水の自治
あらためて水道の民営化を考える 尾林芳匡
上工下水一体の民営化を探る宮城県 中嶋信
急浮上した奈良県域水道一体化を考える 浅野詠子
大阪市の水道コンセッションとPFI管路更新事業 植本農司
i水の学校J6年間のあゆみとその先へ 大谷奨
・諸市水道事業の民営化で見えてきたこと 高橋要三

学校から給食調理場が無くなる一倉敷市の公共施設再編と子どもたち 末田正彦

{連載】
@NEWS 次世代健康調査中間報告まとまるーカネミ泊症事件の今とこれから 三苫哲也
〈新連載〉おきなわ定点観測第l回連載開始にあたってー沖縄の「日常Jとその衝撃一 関 耕平
検証樟久井やまゆり園事件を人権の視点から考える
第7回知的障害のある人、家族、福祉労働者の人権侵害とその責任、地域住民との関係 鈴木静
公立美術館の光と影 第6回匿霊園 ICOMでの議論から見える世界との距離. 武居利史
くらしと自治と憲法と 第11回 憲法から見た日本税制の課題 浦野広明
シリ}ズ地域発信野草と歩むっちころび野起き第2回振り返れば一本道 鶴岡舞子

、

.-

、

.-:. 



世紀を地方自問代にG2023年3月 1 日発行(毎月 1 日)通巻719号/昭和38年10月 10日第三種郵便物認可

ミム
ノロ

• 
2ロ 23. MAR. 

MONTHLY  

「参加」をキーワ}ドにまちづくりを語り合う

・岸本聡子氏(東京都杉並区長)/1・中山

w I C H I T 口w U M I N 

新春対談

徹氏

d勧生農と共にあるまち
~一生態系をいかした持続可能な農業

l・三重の危機に直面する日本の食と農 清水池義治
1-都心への一極集中から地域での農業へー循環型地域社会の再生こそ 長谷川敏郎

i デジタル化は日本農業の救世主となるか~その恩恵と限界を考える 行友 弥
「有機農業公園」をつくろう身近な農の風景で食と農をつなぐ 久保田裕子
年間を通じて学校給食において100%地元産有機米使用を達成 鮫回晋

【連載】
くらLと自治と憲法と第21回憲法53条違憲国家賠償請求事件 伊藤

シリーズ地域発信耕作放棄地に挑み果樹園の再生を!

第4回仕留めた獲物の命をいただく 渡辺車也

検証 津久井やまゆり園事件を人権の視点から考える

第15回 障害者と家族、地域住民の人権と福祉労働者・公務員の権利

一地方自治の視点から、事件の再発防止とこれからを考える(上)
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別記第 1 号様式

代表者 経理責任者 起案者

会派名
J 、、

勢 J仁F、GfJdff担いh割Fヨ~ 高橋頭筆
日本共産党郡山市議団

区 分 事 出 費 自 金 額 小計

交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 、旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料 r 

会場費 交通費

, 自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

送料{折込料含む) ウ載ェ代プベ』ジ
掲

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要鯖 自動車燃料費 資料作成費
司、

5 陳情活動費 、

振込料
も -

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

緩込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 新聞(日刊紙) d 雑誌等購読料購続料

等有料利デ用料ータベ~;;t， 振込料 . 
賃金 社会保険料等

9 人 {牛 費
振込料ー

J 

備品購入費 |事リ務}機ス代器等
r , 

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 百包送手数料

通動信車運燃搬恭 ・ 市民アンケート返信郵送
電話料等(按分) 郵便料等 114, 514 

11 114514 自 料費 代 百(覇按軍分属)料費 その他

支出年月日 2023年3月 20 日 現支金出出番納号簿 減去丘、、 わ合計 114, 5141 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支白番号議ュ

区 分 ※該当tする区分にO町 費 目 名

1 調査研究費 2 研修費 3 広報費 4 広聴費

5 要請・陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費 郵便料等

10 事務所費 ⑪ 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

市民アシケ-~返信受取人払い分の支払い
支出目的 一回 一一一一一

. 

(支出事由)

、，

2 月返信分の支払い

• 内 ~ヨH・
司

〆

支出年月日 支 ‘出 先 支出金額

2023 年 3 月 20 日 日本郵便株式会社 114，'514 円

上記のとおり支出します。

, 

領収書及、び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

, 
f 

戸

議員氏名

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

高橋善治③

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してくださ

, 

自…

, I 



Onformation of Current Bill) 次回口座振替のお知らせ
日本共産党郡山市議団

御中

平素は、格別のお引き立て位預かり、誠にありがとうございます。

料金後納ご利用額につき、 2023年03月 20日に、下記のとおり口座振替により
お引き落としさせていただきますので、お知らせ致します。

お手数ですが、 2023年03月 20 臼の前日までに、ご指定の口座へのご入金をお願い致します。

• 

日本郵便株式会社

[お問合せ先]

郡山郵便局

電話: 024-932-1180 

次回振替額 (Total Amount Due) 

114 ， 514 円

関
断
機
制
融
邦
山

金
束
郡

発行日 (Date of Issue) 

2023年 3月 6日

ご請求番号 ('Billing 10) 

820160-1015460-00 
{うち消費税相当額) 10.409 円

ご請求の内訳 (Billing Details) 

2023/02/01-2023/02/28 料金後納ご利用額 114.514円

e¥ 

、一

上記口座振曾自にお引き落としできなかった場合、別途お送りする務求書によりお支払いただきます(郵便局またはゅうちょ銀行でのお支払となります〕。
この場合、お客さまご事J用の金融機関によっては、お支払期限経過後に請求書をお届けする場合がございますので、予めど了承ください。ご利用明細は官邸でご参照〈ださい。

¥ 
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Æ引~~山本Jdに(ー}百己主Jが h
品とき/:tJ.;H1'人餓向て寸‘

/ 

,'v-

自己勾;tli.IJI c u.........・山・nl合n曲主{!唱怯ご判141によるお支払日

λ1. ・・・ j且主fI拘111 金支払随ごfIJI 11によゐおhì汁人れ
,\1; S ‘…..:-r，.~I.~:'J-I: -IJ ーピス J~ 問!IIによ品お吃 V.， 、
品目じE ・・・・0 ・ ...ri:l ..jキャ'l '!-dサーピスjご干'J川に k 品お -!(.t!‘い.

セヲシギンコウ セマン1m ，:正fMゴ伊1川によdお古払いお~ktAれ，
I;LjIチヨー。 ，...mM同ATM ご.f;tJUjによ品お支払いむf(!IJ }..;I.

!.:不ヲト ATM ・[ーネヴ FAHIと甲1111による tJ'~払い・お同It/"れ"
ロー 1:-λ 1'， 1 ・ローツンAHIごやIJIIによる JJ~.J:t，い・お ffllt 九れ

• 

/ 




